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実行委員会の皆さん

大盛り上がりの質問タイム

代表謝辞　松田　廉 さん

交通安全の誓い　尾形　大地 さん

祝電披露　畠中　桃 さん

祝電披露　齋藤　玲奈 さん

国歌斉唱指揮　髙橋　壮 さん

国歌斉唱伴奏　加々谷　朱里 さん

二
十
歳
の
つ
ど
い
記
念
式
典

　
　
　
　
　
　
　
　該
当
者
１
２
５
人

　
　
　
　
　
　
　
　出
席
者

　９
３
人

お
め
で
と
う

　
　ご
ざ
い
ま
す

二
十
歳
の
つ
ど
い
記
念
式
典

二
十
歳
の
つ
ど
い
記
念
式
典

令
和
５
年

令
和
５
年

　
１
月
８
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
二
十
歳
の

つ
ど
い
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
か
ら
成
人
年
齢

の
引
き
下
げ
に
よ
り
従
来
の
成
人
式
か
ら
二
十
歳
の
つ
ど
い

記
念
式
典
に
名
称
が
変
更
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
色
鮮
や
か
な
振
袖
や
羽
織
袴
、
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
参

加
者
が
旧
友
と
の
再
会
を
喜
び
あ
い
ま
し
た
。

写真提供：佐藤写真館（七日町）写真提供：佐藤写真館（七日町）写真提供：佐藤写真館（七日町）
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藤
崎
小
学
校
、
高
瀬
小
学
校
の
児
童
が

　
　
　
　
　
　
　
　
森
林
整
備
活
動
を
行
い
ま
し
た
！

樹幹注入の様子（12月15日）

植林後の集合写真の様子（11月11日）

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

　
　
　
　
今
年
も
ア
マ
ハ
ゲ
が
や
っ
て
き
た

　

令
和
４
年
度
の
森
林
整
備
活
動
と
し
て

海
岸
林
へ
の
松
く
い
虫
被
害
抵
抗
性
苗
の

植
林
と
松
く
い
虫
被
害
予
防
の
た
め
の
樹

幹
注
入
が
11
月
と
12
月
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
植
林
に
つ
い
て
は
約
５
０
０
本
の
苗

を
藤
崎
小
学
校
の
４
、
６
年
生
と
高
瀬
小

学
校
の
４
年
生
の
児
童
50
名
で
海
岸
林
に

植
林
し
ま
し
た
。
植
林
は
初
め
て
と
い
う

児
童
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
最

後
は
手
慣
れ
た
手
つ
き
で
植
林
を
す
る
姿

が
印
象
的
で
し
た
。

　
ま
た
、
樹
幹
注
入
に
つ
い
て
は
約
４
０
０

本
の
薬
剤
を
藤
崎
小
学
校
の
４
、
５
年
生

と
高
瀬
小
学
校
の
４
年
生
の
児
童
48
名
で

健
全
な
ク
ロ
マ
ツ
に
樹
幹
注
入
を
行
い
ま

し
た
。
立
派
な
ク
ロ
マ
ツ
を
守
り
育
て
る

た
め
に
は
沢
山
の
薬
剤
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
学
び
、
丁
寧
に
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
小
学
校
統
合
前
最
後
の
森
林

整
備
活
動
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
近
年
の

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
森
林
整
備
活
動
を
実
施

出
来
な
か
っ
た
学
年
も
参
加
し
て
の
実
施

と
な
り
ま
し
た
。
小
学
校
統
合
後
の
森
林

整
備
活
動
に
関
し
て
は
現
時
点
で
は
未
定

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
先
輩
方
か

ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
森
林
整
備

活
動
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
れ
次
の
世

代
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
方
々
と
協
働
で
の
活
動
実
施
に
期

待
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※

こ
の
事
業
は
「
や
ま
が
た
緑
環
境
税
」

を
活
用
し
て
い
ま
す
。

怯えながらも良い子にする約束をします

出発前のアマハゲ

　

１
月
１
日
に
滝
ノ
浦
、
３
日
に
女
鹿
、

６
日
に
鳥
崎
集
落
で
、
ア
マ
ハ
ゲ
行
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ア
マ
ハ
ゲ
は
ケ
ン
ダ
ン

と
呼
ば
れ
る
み
の
や
鬼
な
ど
の
面
を
つ
け

て
各
戸
を
ま
わ
り
、
怠
け
心
を
い
さ
め
る

と
と
も
に
、
無
病
息
災
、
五
穀
豊
穣
を
祈

る
行
事
で
す
。
２
０
１
８
年
に
は
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
お

り
、
注
目
度
は
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

行
事
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
太
鼓

の
音
と
と
も
に
現
れ
た
ア
マ
ハ
ゲ
に
抱
き

か
か
え
ら
れ
、「
良
い
子
に
し
ま
す
！
」

と
叫
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
全
体
で
、
ア
マ
ハ
ゲ
の

保
存
と
伝
承
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
特
に
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
へ
の
教
育
に
活
か
し
、
郷
土
愛
に
あ
ふ

れ
た
地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。



朝
空
高
く
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海
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お
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す
鳥
海
の

148 年の歴史に幕、ありがとう吹浦小！

吹浦小学校最後の卒業生の「レインボー学年」16名

　
町
が
主
催
し
た
閉
校
式
で
は
、

児
童
を
代
表
し
て
６
年
村
上
琴

祢
さ
ん
が
「
吹
浦
小
学
校
で
学

ん
だ
全
て
の
こ
と
が
心
の
中
に

色
鮮
や
か
に
生
き
続
け
て
い
ま

す
。
歴
代
の
卒
業
生
か
ら
授

か
っ
た
見
え
な
い
バ
ト
ン
は
時

間
を
越
え
て
私
た
ち
に
届
い
て

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
吹
浦
小

学
校
！
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
来
訪
神
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
ア

マ
ハ
ゲ
や
吹
浦
祭
り
で
奉
納
さ

れ
る
花
笠
舞
の
学
習
、
湧
き
水

と
生
き
物
の
関
係
を
探
る
牛
渡

川
の
学
習
、
鮭
の
学
習
、
縄
文

の
歴
史
を
紐
解
く
小
山
崎
遺
跡

の
学
習
等
の
学
び
を
通
し
て
、

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
育
ん

で
き
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
閉
校
し
、
４
月
か
ら
遊
佐・蕨
岡
・

藤
崎
・
高
瀬
と
統
合
と
な
る
吹
浦
小
学
校
（
梶
原
勝
校
長
・
73
名
）。

こ
れ
ま
で
に
６
４
０
０
人
を
超
え
る
児
童
が
同
校
で
学
び
、
巣
立

ち
ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
た
11
月
19
日
、
地
域
の
方
々
や
児
童
、

保
護
者
、
歴
代
の
校
長
、
教
職
員
が
集
ま
り
、
閉
校
式
が
催
さ
れ

ま
し
た
。
式
典
に
は
、
約
２
０
０
人
が
出
席
。
明
治
７
年
の
創
立

か
ら
１
４
８
年
の
歴
史
を
刻
ん
だ
学
舎
に
感
謝
し
、
新
校
開
校
に

向
け
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

吹
浦
小
学
校
沿
革
史

吹
浦
小
学
校
沿
革
史

吹
浦
小
学
校
沿
革
史

吹
浦
小
学
校
沿
革
史

吹
浦
小
学
校
沿
革
史

吹
浦
小
学
校
沿
革
史

校旗返納 児童代表「村上琴祢さん」

明
治
７
年
５
月

　
吹
浦
村
の
高
橋
敬
三
郎
宅（
吹
浦
村
１
５

０
番
地
、現
横
二
公
民
館
西
側
）に
借
家

し
て
、「
吹
浦
学
校
」と
称
し
て
開
校
す
る

明
治
10
年
３
月

　
生
徒
の
通
学
便
宜
の
た
め
、女
鹿
村
の

佐
々
木
孫
右
ェ
門
宅
を
借
り
て
女
鹿
支

校
を
設
立
す
る

明
治
11
年
３
月

　
久
村
重
直
宅
（
吹
浦
19
番
地
、
現
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
）
に
借
家
と
し
て

移
転
し
、「
鳥
海
学
校
」
と
改
称
す
る

明
治
12
年
７
月

　
吹
浦
村
住
民
に
よ
る
膨
大
な
寄
付
に

よ
り
、吹
浦
村
西
楯
55
番
地（
海
禅
寺
入

口
道
の
東
南
下
）に
敷
地
２
５
０
、建
坪

83
の
洋
風
平
屋
建
て
校
舎
を
新
築
す
る

明
治
20
年
４
月

　
小
学
校
則
改
正
に
伴
い「
吹
浦
尋
常
小
学

校
」と
改
称
し
、四
年
制
の
２
学
級
と
な
る

明
治
26
年
３
月

　
高
等
科
を
併
設
す
る
た
め
、
建
坪
50

で
洋
風
２
階
建
て
を
増
設
す
る

明
治
26
年
５
月

　
高
等
科（
３
カ
年
）を
併
置
し
、吹
浦
尋

常
高
等
小
学
校
と
改
称
す
る

明
治
41
年
５
月

　
就
学
児
童
数
の
激
増
を
受
け
、
西
楯

23
番
地
（
旧
校
舎
地
）
に
、
敷
地
１
５

０
０
、
建
坪
４
２
６
で
洋
風
一
部
２
階

建
て
の
新
校
舎
を
建
設
す
る

昭
和
22
年
９
月

　
吹
浦
村
学
校
父
兄
会
を「
吹
浦
小
学
校

父
母
と
教
師
の
会（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）」と
改
称

し
て
発
足
す
る

昭
和
29
年
８
月

　
町
村
合
併
に
伴
い
、 「
遊
佐
町
立
吹
浦

小
学
校
」と
な
る

昭
和
32
年
８
月

　
吹
浦
小
学
校
同
窓
会
が
発
足
す
る

昭
和
35
年
12
月

　
吹
浦
地
区
教
育
後
援
会
が
発
足
す
る

昭
和
36
年
１
月

　
本
校
教
員
、土
門
宏
二
氏
の
図
案
に
よ

り
校
章
を
制
定
す
る

昭
和
36
年
２
月

　
斎
藤
勇
氏
に
よ
る
作
詞
、牧
野
英
三
氏

に
よ
る
作
曲
で
校
歌
を
制
定
す
る

昭
和
46
年
４
月

　「
鳥
海
学
園
分
校
」を
設
立
す
る

昭
和
48
年
７
月

　
学
校
プ
ー
ル
が
落
成
す
る

昭
和
49
年
７
月

　
学
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
を
行

う
と
同
時
に
、ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊
誕
生

平
成
２
年
８
月

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
１
０
０
号
が
発
行
と
な
り
、

全
国
新
聞
協
議
会
よ
り
表
彰
を
受
け
る

平
成
12
年
11
月

　
学
習
発
表
会
の
場
で
６
年
生
が
鳥
海

太
鼓
の
演
奏
を
初
め
て
披
露
し
、以
降

継
承
さ
れ
る

平
成
18
年
５
月

　「
吹
浦
見
守
り
た
い
！
」が
結
成
さ
れ
る

平
成
19
年
３
月

　
吹
浦
字
西
楯
９
番
地
６
に
、木
造
２
階

建
て
の
新
校
舎
が
竣
工
さ
れ
る

平
成
23
年
10
月

　
吹
浦
っ
子
発
表
会
の
場
で
、５
年
生
が

花
笠
舞
を
披
露
す
る

平
成
26
年
６
月

　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
の

た
め
、校
舎
内
に「
放
課
後
子
ど
も
教

室
」を
開
設
す
る

平
成
30
年
７
月

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
な
り
、

第
１
回
学
校
運
営
協
議
会
を
開
催
す
る

令
和
３
年
１
月

　
文
部
科
学
大
臣
よ
り
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

表
彰
を
受
け
る

令
和
３
年
11
月

　
県
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
学
習
活
動
充

実
の
推
進
事
業（
令
和
２
・
３
年
度
）を

受
け
、公
開
授
業
を
行
う

令
和
５
年
３
月

　
１
４
８
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
、閉
校
す
る
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閉
校
す
る
こ
と
は
非
常
に
寂
し
い
こ
と

と
言
え
ま
す
。し
か
し
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
、
統
合
す
る
こ
と
で
友
達
も
増
え
、

新
た
な
世
界
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
閉
校
式
を
迎

え
ま
し
た
。

　
私
は
６
年
生
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た

学
習
を
見
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
児
童
の
発
表
を
見
て
感
動
し
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。
人
口
減
少
や
ゴ
ミ
の
削
減
問

題
に
対
し
て
、
こ
こ
ま
で
自
分
の
意
見
を

ハ
ッ
キ
リ
と
言
え
る
も
の
な
の
か
と…

。

吹
浦
の
子
で
あ
れ
ば
こ
れ
か
ら
先
の
困
難

に
ぶ
つ
か
っ
て
も
き
っ
と
大
丈
夫
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
で
学
ん
だ
こ
と
を

忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

吹
浦
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

会
長佐

藤

　勇
司

取材❸ 　
吹
浦
小
学
校
は
私
に
と
っ
て
元
気
に
な

れ
る
場
所
と
言
え
ま
す
。子
ど
も
た
ち
と
接

し
て
い
る
時
間
が
本
当
に
楽
し
く
、た
く
さ

ん
の
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
吹
浦
地
区
に
は
鳥
海
太
鼓
を
始
め
、伝
統

行
事
や
自
然
、小
山
崎
遺
跡
や
鮭
の
ふ
化
事

業
な
ど
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
学
習
の
宝

庫
と
言
え
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
今
も
続
い
て
い
る
の
は
地
域
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
が
あ
る
か
ら
と
言
え
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
は
、魅
力
あ
る
吹
浦
地
区
で

学
ん
だ
こ
と
を
心
に
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

歩
ん
で
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

吹
浦
小
学
校
　

第
三
十
七
代
校
長

梶
原

　
　勝

取材❶ 

　
１
４
８
年
の
吹
浦
小
学
校
の
歴
史
を
刻
む

閉
校
記
念
誌「
わ
れ
ら
吹
浦
の
子
」の
編
集
・

発
行
作
業
を
終
え
達
成
感
と
喪
失
感
の
両
方

を
抱
え
て
お
り
ま
す
。25
年
間
の
読
み
聞
か

せ
や
14
年
間
の
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
活
動

に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
母
校
で

あ
る
以
上
の
思
い
が
積
も
る
吹
浦
小
学
校
の

閉
校
は
寂
し
さ
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。

　
閉
校
式
で
児
童
代
表
の
あ
い
さ
つ
に
「
こ

の
吹
浦
小
学
校
が
、
み
な
さ
ん
の
心
に
色
鮮

や
か
に
ず
っ
と
ず
っ
と
生
き
続
け
る
こ
と
で

し
ょ
う
。そ
し
て
、こ
れ
か
ら
も
こ
の
場
所
が

み
ん
な
の
笑
顔
が
集
う
場
所
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
強
く
願
っ
て
い
ま
す
」と
あ
り
ま
し
た
。

ま
さ
に
同
じ
思
い
で
お
り
ま
す
。

吹
浦
小
学
校

閉
校
記
念
誌
事
業
部
　

部
長

筒
井

　義
昭

取材❹ 　
吹
浦
地
区
は
地
域
性
が
非
常
に
強
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。
伝
統
文
化
か
ら
歴
史
の
勉
強
ま
で
、

全
て
の
教
育
が
こ
こ
に
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
に
は
、
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
も
の
が

た
く
さ
ん
あ
る
吹
浦
地
区
の
良
さ
を
再
認
識
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
一
回
は
外
に
出
る
こ
と
で
こ
の
良
さ
に
気
づ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
吹
浦
地
区
で
学
ん
だ
こ

と
を
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
も
活
か
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
閉
校
式
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
思
い
出
を
語

る
会
は
別
日
に
あ
る
の
で
、
吹
浦
小
学
校
に
関

わ
っ
て
く
れ
た
全
て
の
人
に
感
謝
し
て
、
こ
の

日
を
迎
え
た
い
で
す
。

吹
浦
小
学
校
閉
校
記
念

実
行
委
員
長

髙
橋

　敏
夫

取材❷ 
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念
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吹
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学
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記
念
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吹
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小
学
校
閉
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記
念
特
集

　10月15日から12月3日まで
の間、町内各小学校で閉校式
が行われました。今月は吹浦
小学校・遊佐小学校の閉校式
の様子をお知らせします。

　10月15日から12月3日まで
の間、町内各小学校で閉校式
が行われました。今月は吹浦
小学校・遊佐小学校の閉校式
の様子をお知らせします。

　10月15日から12月3日まで
の間、町内各小学校で閉校式
が行われました。今月は吹浦
小学校・遊佐小学校の閉校式
の様子をお知らせします。



朝
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の
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148 年の歴史に幕、ありがとう吹浦小！

吹浦小学校最後の卒業生の「レインボー学年」16名

　
町
が
主
催
し
た
閉
校
式
で
は
、

児
童
を
代
表
し
て
６
年
村
上
琴

祢
さ
ん
が
「
吹
浦
小
学
校
で
学

ん
だ
全
て
の
こ
と
が
心
の
中
に

色
鮮
や
か
に
生
き
続
け
て
い
ま

す
。
歴
代
の
卒
業
生
か
ら
授

か
っ
た
見
え
な
い
バ
ト
ン
は
時

間
を
越
え
て
私
た
ち
に
届
い
て

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
吹
浦
小

学
校
！
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
来
訪
神
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
ア

マ
ハ
ゲ
や
吹
浦
祭
り
で
奉
納
さ

れ
る
花
笠
舞
の
学
習
、
湧
き
水

と
生
き
物
の
関
係
を
探
る
牛
渡

川
の
学
習
、
鮭
の
学
習
、
縄
文

の
歴
史
を
紐
解
く
小
山
崎
遺
跡

の
学
習
等
の
学
び
を
通
し
て
、

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
育
ん

で
き
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
閉
校
し
、
４
月
か
ら
遊
佐・蕨
岡
・

藤
崎
・
高
瀬
と
統
合
と
な
る
吹
浦
小
学
校
（
梶
原
勝
校
長
・
73
名
）。

こ
れ
ま
で
に
６
４
０
０
人
を
超
え
る
児
童
が
同
校
で
学
び
、
巣
立

ち
ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
た
11
月
19
日
、
地
域
の
方
々
や
児
童
、

保
護
者
、
歴
代
の
校
長
、
教
職
員
が
集
ま
り
、
閉
校
式
が
催
さ
れ

ま
し
た
。
式
典
に
は
、
約
２
０
０
人
が
出
席
。
明
治
７
年
の
創
立

か
ら
１
４
８
年
の
歴
史
を
刻
ん
だ
学
舎
に
感
謝
し
、
新
校
開
校
に

向
け
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

吹
浦
小
学
校
沿
革
史

吹
浦
小
学
校
沿
革
史

吹
浦
小
学
校
沿
革
史

吹
浦
小
学
校
沿
革
史

吹
浦
小
学
校
沿
革
史

吹
浦
小
学
校
沿
革
史

校旗返納 児童代表「村上琴祢さん」

明
治
７
年
５
月

　
吹
浦
村
の
高
橋
敬
三
郎
宅（
吹
浦
村
１
５

０
番
地
、現
横
二
公
民
館
西
側
）に
借
家

し
て
、「
吹
浦
学
校
」と
称
し
て
開
校
す
る

明
治
10
年
３
月

　
生
徒
の
通
学
便
宜
の
た
め
、女
鹿
村
の

佐
々
木
孫
右
ェ
門
宅
を
借
り
て
女
鹿
支

校
を
設
立
す
る

明
治
11
年
３
月

　
久
村
重
直
宅
（
吹
浦
19
番
地
、
現
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
）
に
借
家
と
し
て

移
転
し
、「
鳥
海
学
校
」
と
改
称
す
る

明
治
12
年
７
月

　
吹
浦
村
住
民
に
よ
る
膨
大
な
寄
付
に

よ
り
、吹
浦
村
西
楯
55
番
地（
海
禅
寺
入

口
道
の
東
南
下
）に
敷
地
２
５
０
、建
坪

83
の
洋
風
平
屋
建
て
校
舎
を
新
築
す
る

明
治
20
年
４
月

　
小
学
校
則
改
正
に
伴
い「
吹
浦
尋
常
小
学

校
」と
改
称
し
、四
年
制
の
２
学
級
と
な
る

明
治
26
年
３
月

　
高
等
科
を
併
設
す
る
た
め
、
建
坪
50

で
洋
風
２
階
建
て
を
増
設
す
る

明
治
26
年
５
月

　
高
等
科（
３
カ
年
）を
併
置
し
、吹
浦
尋

常
高
等
小
学
校
と
改
称
す
る

明
治
41
年
５
月

　
就
学
児
童
数
の
激
増
を
受
け
、
西
楯

23
番
地
（
旧
校
舎
地
）
に
、
敷
地
１
５

０
０
、
建
坪
４
２
６
で
洋
風
一
部
２
階

建
て
の
新
校
舎
を
建
設
す
る

昭
和
22
年
９
月

　
吹
浦
村
学
校
父
兄
会
を「
吹
浦
小
学
校

父
母
と
教
師
の
会（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）」と
改
称

し
て
発
足
す
る

昭
和
29
年
８
月

　
町
村
合
併
に
伴
い
、 「
遊
佐
町
立
吹
浦

小
学
校
」と
な
る

昭
和
32
年
８
月

　
吹
浦
小
学
校
同
窓
会
が
発
足
す
る

昭
和
35
年
12
月

　
吹
浦
地
区
教
育
後
援
会
が
発
足
す
る

昭
和
36
年
１
月

　
本
校
教
員
、土
門
宏
二
氏
の
図
案
に
よ

り
校
章
を
制
定
す
る

昭
和
36
年
２
月

　
斎
藤
勇
氏
に
よ
る
作
詞
、牧
野
英
三
氏

に
よ
る
作
曲
で
校
歌
を
制
定
す
る

昭
和
46
年
４
月

　「
鳥
海
学
園
分
校
」を
設
立
す
る

昭
和
48
年
７
月

　
学
校
プ
ー
ル
が
落
成
す
る

昭
和
49
年
７
月

　
学
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
を
行

う
と
同
時
に
、ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊
誕
生

平
成
２
年
８
月

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
１
０
０
号
が
発
行
と
な
り
、

全
国
新
聞
協
議
会
よ
り
表
彰
を
受
け
る

平
成
12
年
11
月

　
学
習
発
表
会
の
場
で
６
年
生
が
鳥
海

太
鼓
の
演
奏
を
初
め
て
披
露
し
、以
降

継
承
さ
れ
る

平
成
18
年
５
月

　「
吹
浦
見
守
り
た
い
！
」が
結
成
さ
れ
る

平
成
19
年
３
月

　
吹
浦
字
西
楯
９
番
地
６
に
、木
造
２
階

建
て
の
新
校
舎
が
竣
工
さ
れ
る

平
成
23
年
10
月

　
吹
浦
っ
子
発
表
会
の
場
で
、５
年
生
が

花
笠
舞
を
披
露
す
る

平
成
26
年
６
月

　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
の

た
め
、校
舎
内
に「
放
課
後
子
ど
も
教

室
」を
開
設
す
る

平
成
30
年
７
月

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
な
り
、

第
１
回
学
校
運
営
協
議
会
を
開
催
す
る

令
和
３
年
１
月

　
文
部
科
学
大
臣
よ
り
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

表
彰
を
受
け
る

令
和
３
年
11
月

　
県
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
学
習
活
動
充

実
の
推
進
事
業（
令
和
２
・
３
年
度
）を

受
け
、公
開
授
業
を
行
う

令
和
５
年
３
月

　
１
４
８
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
、閉
校
す
る
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閉
校
す
る
こ
と
は
非
常
に
寂
し
い
こ
と

と
言
え
ま
す
。し
か
し
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
、
統
合
す
る
こ
と
で
友
達
も
増
え
、

新
た
な
世
界
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
閉
校
式
を
迎

え
ま
し
た
。

　
私
は
６
年
生
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た

学
習
を
見
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
児
童
の
発
表
を
見
て
感
動
し
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。
人
口
減
少
や
ゴ
ミ
の
削
減
問

題
に
対
し
て
、
こ
こ
ま
で
自
分
の
意
見
を

ハ
ッ
キ
リ
と
言
え
る
も
の
な
の
か
と…

。

吹
浦
の
子
で
あ
れ
ば
こ
れ
か
ら
先
の
困
難

に
ぶ
つ
か
っ
て
も
き
っ
と
大
丈
夫
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
で
学
ん
だ
こ
と
を

忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

吹
浦
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

会
長佐

藤

　勇
司

取材❸ 　
吹
浦
小
学
校
は
私
に
と
っ
て
元
気
に
な

れ
る
場
所
と
言
え
ま
す
。子
ど
も
た
ち
と
接

し
て
い
る
時
間
が
本
当
に
楽
し
く
、た
く
さ

ん
の
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
吹
浦
地
区
に
は
鳥
海
太
鼓
を
始
め
、伝
統

行
事
や
自
然
、小
山
崎
遺
跡
や
鮭
の
ふ
化
事

業
な
ど
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
学
習
の
宝

庫
と
言
え
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
今
も
続
い
て
い
る
の
は
地
域
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
が
あ
る
か
ら
と
言
え
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
は
、魅
力
あ
る
吹
浦
地
区
で

学
ん
だ
こ
と
を
心
に
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

歩
ん
で
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

吹
浦
小
学
校
　

第
三
十
七
代
校
長

梶
原

　
　勝

取材❶ 

　
１
４
８
年
の
吹
浦
小
学
校
の
歴
史
を
刻
む

閉
校
記
念
誌「
わ
れ
ら
吹
浦
の
子
」の
編
集
・

発
行
作
業
を
終
え
達
成
感
と
喪
失
感
の
両
方

を
抱
え
て
お
り
ま
す
。25
年
間
の
読
み
聞
か

せ
や
14
年
間
の
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
活
動

に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
母
校
で

あ
る
以
上
の
思
い
が
積
も
る
吹
浦
小
学
校
の

閉
校
は
寂
し
さ
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。

　
閉
校
式
で
児
童
代
表
の
あ
い
さ
つ
に
「
こ

の
吹
浦
小
学
校
が
、
み
な
さ
ん
の
心
に
色
鮮

や
か
に
ず
っ
と
ず
っ
と
生
き
続
け
る
こ
と
で

し
ょ
う
。そ
し
て
、こ
れ
か
ら
も
こ
の
場
所
が

み
ん
な
の
笑
顔
が
集
う
場
所
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
強
く
願
っ
て
い
ま
す
」と
あ
り
ま
し
た
。

ま
さ
に
同
じ
思
い
で
お
り
ま
す
。

吹
浦
小
学
校

閉
校
記
念
誌
事
業
部
　

部
長

筒
井

　義
昭

取材❹ 　
吹
浦
地
区
は
地
域
性
が
非
常
に
強
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。
伝
統
文
化
か
ら
歴
史
の
勉
強
ま
で
、

全
て
の
教
育
が
こ
こ
に
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
に
は
、
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
も
の
が

た
く
さ
ん
あ
る
吹
浦
地
区
の
良
さ
を
再
認
識
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
一
回
は
外
に
出
る
こ
と
で
こ
の
良
さ
に
気
づ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
吹
浦
地
区
で
学
ん
だ
こ

と
を
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
も
活
か
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
閉
校
式
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
思
い
出
を
語

る
会
は
別
日
に
あ
る
の
で
、
吹
浦
小
学
校
に
関

わ
っ
て
く
れ
た
全
て
の
人
に
感
謝
し
て
、
こ
の

日
を
迎
え
た
い
で
す
。

吹
浦
小
学
校
閉
校
記
念

実
行
委
員
長

髙
橋

　敏
夫

取材❷ 
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　10月15日から12月3日まで
の間、町内各小学校で閉校式
が行われました。今月は吹浦
小学校・遊佐小学校の閉校式
の様子をお知らせします。

　10月15日から12月3日まで
の間、町内各小学校で閉校式
が行われました。今月は吹浦
小学校・遊佐小学校の閉校式
の様子をお知らせします。

　10月15日から12月3日まで
の間、町内各小学校で閉校式
が行われました。今月は吹浦
小学校・遊佐小学校の閉校式
の様子をお知らせします。
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113 年の歴史に幕、ありがとう遊佐小！

遊佐小学校最後の卒業生の「あおぞら学年」35名

　
町
が
主
催
し
た
閉
校
式
で
は
、

児
童
を
代
表
し
て
６
年
佐
藤
可

穂
さ
ん
が
「
校
歌
を
親
子
３
世

代
で
歌
え
る
こ
と
が
誇
り
で
す
。

お
世
話
に
な
っ
た
地
域
の
方
々

と
学
校
に
感
謝
し
た
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
大
好
き
な
遊
佐
小

学
校
！
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
校
旗
が
返
納
さ
れ
、
式
が
終

わ
る
と
、
学
習
発
表
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
遊
佐
小
学
校
で
学

ん
だ
こ
と
を
胸
に
各
学
年
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
パ
レ
ス
舞
鶴

を
会
場
に「
思
い
出
を
語
る
会
」

を
開
催
し
、
遊
佐
小
学
校
の
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
閉
校
し
、
４
月
か
ら
蕨
岡・藤
崎
・

高
瀬
・
吹
浦
と
統
合
と
な
る
遊
佐
小
学
校
（
菅
原
覚
校
長
・
１
７

９
名
）。
こ
れ
ま
で
に
９
７
０
０
人
を
超
え
る
児
童
が
同
校
で
学
び
、

巣
立
ち
ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
た
12
月
３
日
、
地
域
の
方
々
や

児
童
、
保
護
者
、
歴
代
の
校
長
、
教
職
員
が
集
ま
り
、
閉
校
式
が

催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
約
２
９
０
人
が
出
席
。
明
治
42
年

の
創
立
か
ら
１
１
３
年
の
歴
史
を
刻
ん
だ
学
舎
に
感
謝
し
、
新
校

開
校
に
向
け
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

遊
佐
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校
沿
革
史
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史
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史
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史
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史

遊
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学
校
沿
革
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校旗返納 児童代表「佐藤可穂さん」

明
治
42
年
９
月

　
遊
佐
町
尋
常
高
等
小
学
校
と
野
沢
尋

常
小
学
校
が
合
併
し
、野
沢
尋
常
小
学

校
の
施
設
は「
野
沢
仮
教
場
」と
な
る

明
治
42
年
10
月

　
敷
地
２
，６
２
９
坪
の
現
在
地
に
、洋

風
平
屋
一
部
木
羽
瓦
葺
の
校
舎
で「
遊

佐
尋
常
高
等
小
学
校
」と
改
称
し
て
学

校
生
活
を
始
め
る

昭
和
６
年
11
月

　
４
，６
９
４
坪
の
新
築
校
舎
が
落
城
す

る（
現
在
の
南
、中
校
舎
）

昭
和
16
年
４
月

　「
遊
佐
町
遊
佐
国
民
学
校
」と
改
称
す
る

昭
和
22
年
４
月

　「
遊
佐
町
立
遊
佐
小
学
校
」と
改
称
し
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
発
足
す
る

昭
和
48
年
11
月

　
心
身
と
も
に
健
全
な
学
校
づ
く
り
に

努
め
、「
日
本
一
健
康
優
良
学
校
」に
選

定
さ
れ
る

昭
和
49
年
11
月

　
学
校
保
健
優
良
文
部
大
臣
表
彰
を
受

け
る

昭
和
50
年
８
月

　
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
大
臣
表
彰
を
受
け

る
昭
和
53
年
４
月

　
白
井
小
学
校
と
統
合
す
る

平
成
８
年
２
月

　
全
国
学
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
で
、学
校

新
聞
が
文
部
大
臣
賞
奨
励
賞
を
受
賞
す

る
平
成
９
年
２
月

　
全
国
学
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
で
、学
校

新
聞
が
朝
日
新
聞
社
賞
を
受
賞
す
る

平
成
９
年
３
月

　
校
地
西
側
に
、親
水
空
間「
遊
ざ
っ
こ

広
場
」が
完
成
す
る

平
成
10
年
３
月

　
教
育
後
援
会
よ
り
、遊
ざ
っ
こ
広
場
に

自
噴
井
戸
２
本
が
掘
削
さ
れ
る

平
成
10
年
７
月

　
学
校
文
集「
月
光
」が
山
形
県
コ
ン

ク
ー
ル
で
３
年
連
続
の
最
優
秀
賞
に
輝

く
平
成
10
年
11
月

　
学
校
文
集「
月
光
」が
高
山
樗
牛
賞
に

輝
く

平
成
11
年
２
月

　
全
国
学
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
で
朝
日

新
聞
社
賞
を
受
賞
す
る

平
成
13
年
７
月

　
新
体
育
館
が
完
成
し
、新
校
舎
竣
工
記

念
式
典
を
開
催
す
る

平
成
14
年
９
月

　
新
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
中
庭
ビ
オ
ト
ー
プ

が
完
成
す
る

平
成
21
年
10
月

　
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
と
記
念

祝
賀
会
を
開
催
し
、記
念
誌
を
発
行
す

る
平
成
22
年
11
月

　
学
校
給
食
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、文

部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
る

平
成
25
年
４
月

　
読
書
活
動
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、文

部
科
学
大
臣
よ
り「
読
書
活
動
推
進
学

校
」表
彰
を
受
け
る

平
成
28
年
11
月

　
熱
心
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
対
し
て
、文
部

科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
る

平
成
29
年
９
月

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
モ
デ
ル

校
と
し
て
歩
み
始
め
る

平
成
30
年
10
月

　
心
身
の
健
康
へ
の
取
り
組
み
に
対
し

て
学
校
保
健
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受

け
る

令
和
４
年
12
月

　
遊
佐
町
の
小
学
校
が
統
合
し
て
新
校

と
な
る
た
め
に
閉
校
式
を
行
う

令
和
５
年
３
月

　
１
１
３
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、閉
校

す
る
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自
分
の
子
ど
も
た
ち
も
遊
佐
小
学
校
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が

皆
と
仲
良
く
し
て
い
る
姿
を
見
て
い
る
と
、

本
当
に
こ
の
学
校
の
児
童
た
ち
は
、
友
達

思
い
の
子
が
多
い
と
改
め
て
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
自
分
自
身
も
鮭
の

解
体
で
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
機
会
が
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
と
の
距
離
が
近
づ
け
た

こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
統
合
す
る
に
あ
た
り
統
合
し

て
よ
か
っ
た
と
皆
か
ら
言
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
せ
て
、

地
域
の
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

遊
佐

地
域
づ
く
り
協
議
会

会
長佐

藤

　憲
三

取材❸ 　
閉
校
記
念
事
業
は
、保
護
者
の
皆
さ
ま
や

地
域
の
皆
さ
ま
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、素
晴
ら
し
い
も
の
が
で
き
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
の
良
い
と
こ
ろ
は「
本
を
た
く

さ
ん
読
む
こ
と
」「
給
食
を
残
さ
ず
食
べ
る

こ
と
」「
掃
除
が
上
手
な
こ
と
」と
数
え
き
れ

な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。こ
の
頑

張
っ
て
い
る
姿
か
ら
私
自
身
も
元
気
を
も

ら
い
ま
し
た
。

　「
ふ
る
さ
と
か
ら
学
び
、ふ
る
さ
と
を
創
る
」

10
年
後
、20
年
後
に
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、鳥
海
山
の
裾
野
の
よ
う
に
大
い
に
学
び
、

運
動
に
も
励
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

遊
佐
小
学
校
　

第
二
十
八
代
校
長

菅
原

　
　覚

取材❶ 

　
私
は
事
業
部
と
し
て
約
１
年
間
活
動
を
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

側
溝
の
掃
除
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
地

域
の
方
々
と
協
力
し
な
が
ら
、
迎
え
入
れ
る

準
備
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他

に
も
記
念
の
植
樹
も
し
ま
し
た
。
こ
の
木
と

一
緒
に
子
ど
も
た
ち
も
成
長
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

　
遊
佐
小
学
校
は
私
に
と
っ
て
「
元
気
を
も

ら
え
る
場
所
」
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
自
分

自
身
も
通
っ
た
こ
の
学
校
が
好
き
で
す
し
、

今
の
子
ど
も
た
ち
に
も
こ
こ
で
経
験
し
た
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。「
子

ど
も
は
宝
！
」
こ
れ
か
ら
統
合
す
る
新
生
遊

佐
小
学
校
が
今
か
ら
楽
し
み
で
な
り
ま
せ
ん
。

遊
佐
小
学
校
閉
校
記
念

事
業
部
会

部
長

髙
橋

　義
博

取材❹ 　
児
童
た
ち
は
明
る
く
、
元
気
な
子
が
非
常

に
多
い
で
す
。挨
拶
な
ど
当
た
り
前
の
こ
と

を
当
た
り
前
に
で
き
る
の
は
、
先
生
方
や
地

域
の
方
々
の
指
導
の
賜
物
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　
閉
校
式
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
小
学
校
が

な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
ず
は

５
つ
の
小
学
校
が
１
つ
に
ま
と
ま
っ
て
仲
良

く
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。子

ど
も
た
ち
が
不
安
な
気
持
ち
を
持
た
ず
に
学

校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
、
我
々
大

人
た
ち
も
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

遊
佐
小
学
校
閉
校
記
念

実
行
委
員
長

増
坂

　悦
夫

取材❷ 
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念
特
集

113 年の歴史に幕、ありがとう遊佐小！

遊佐小学校最後の卒業生の「あおぞら学年」35名

　
町
が
主
催
し
た
閉
校
式
で
は
、

児
童
を
代
表
し
て
６
年
佐
藤
可

穂
さ
ん
が
「
校
歌
を
親
子
３
世

代
で
歌
え
る
こ
と
が
誇
り
で
す
。

お
世
話
に
な
っ
た
地
域
の
方
々

と
学
校
に
感
謝
し
た
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
大
好
き
な
遊
佐
小

学
校
！
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
校
旗
が
返
納
さ
れ
、
式
が
終

わ
る
と
、
学
習
発
表
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
遊
佐
小
学
校
で
学

ん
だ
こ
と
を
胸
に
各
学
年
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
パ
レ
ス
舞
鶴

を
会
場
に「
思
い
出
を
語
る
会
」

を
開
催
し
、
遊
佐
小
学
校
の
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
閉
校
し
、
４
月
か
ら
蕨
岡・藤
崎
・

高
瀬
・
吹
浦
と
統
合
と
な
る
遊
佐
小
学
校
（
菅
原
覚
校
長
・
１
７

９
名
）。
こ
れ
ま
で
に
９
７
０
０
人
を
超
え
る
児
童
が
同
校
で
学
び
、

巣
立
ち
ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
た
12
月
３
日
、
地
域
の
方
々
や

児
童
、
保
護
者
、
歴
代
の
校
長
、
教
職
員
が
集
ま
り
、
閉
校
式
が

催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
約
２
９
０
人
が
出
席
。
明
治
42
年

の
創
立
か
ら
１
１
３
年
の
歴
史
を
刻
ん
だ
学
舎
に
感
謝
し
、
新
校

開
校
に
向
け
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

遊
佐
小
学
校
沿
革
史

遊
佐
小
学
校
沿
革
史

遊
佐
小
学
校
沿
革
史

遊
佐
小
学
校
沿
革
史

遊
佐
小
学
校
沿
革
史

遊
佐
小
学
校
沿
革
史

校旗返納 児童代表「佐藤可穂さん」

明
治
42
年
９
月

　
遊
佐
町
尋
常
高
等
小
学
校
と
野
沢
尋

常
小
学
校
が
合
併
し
、野
沢
尋
常
小
学

校
の
施
設
は「
野
沢
仮
教
場
」と
な
る

明
治
42
年
10
月

　
敷
地
２
，６
２
９
坪
の
現
在
地
に
、洋

風
平
屋
一
部
木
羽
瓦
葺
の
校
舎
で「
遊

佐
尋
常
高
等
小
学
校
」と
改
称
し
て
学

校
生
活
を
始
め
る

昭
和
６
年
11
月

　
４
，６
９
４
坪
の
新
築
校
舎
が
落
城
す

る（
現
在
の
南
、中
校
舎
）

昭
和
16
年
４
月

　「
遊
佐
町
遊
佐
国
民
学
校
」と
改
称
す
る

昭
和
22
年
４
月

　「
遊
佐
町
立
遊
佐
小
学
校
」と
改
称
し
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
発
足
す
る

昭
和
48
年
11
月

　
心
身
と
も
に
健
全
な
学
校
づ
く
り
に

努
め
、「
日
本
一
健
康
優
良
学
校
」に
選

定
さ
れ
る

昭
和
49
年
11
月

　
学
校
保
健
優
良
文
部
大
臣
表
彰
を
受

け
る

昭
和
50
年
８
月

　
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
大
臣
表
彰
を
受
け

る
昭
和
53
年
４
月

　
白
井
小
学
校
と
統
合
す
る

平
成
８
年
２
月

　
全
国
学
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
で
、学
校

新
聞
が
文
部
大
臣
賞
奨
励
賞
を
受
賞
す

る
平
成
９
年
２
月

　
全
国
学
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
で
、学
校

新
聞
が
朝
日
新
聞
社
賞
を
受
賞
す
る

平
成
９
年
３
月

　
校
地
西
側
に
、親
水
空
間「
遊
ざ
っ
こ

広
場
」が
完
成
す
る

平
成
10
年
３
月

　
教
育
後
援
会
よ
り
、遊
ざ
っ
こ
広
場
に

自
噴
井
戸
２
本
が
掘
削
さ
れ
る

平
成
10
年
７
月

　
学
校
文
集「
月
光
」が
山
形
県
コ
ン

ク
ー
ル
で
３
年
連
続
の
最
優
秀
賞
に
輝

く
平
成
10
年
11
月

　
学
校
文
集「
月
光
」が
高
山
樗
牛
賞
に

輝
く

平
成
11
年
２
月

　
全
国
学
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
で
朝
日

新
聞
社
賞
を
受
賞
す
る

平
成
13
年
７
月

　
新
体
育
館
が
完
成
し
、新
校
舎
竣
工
記

念
式
典
を
開
催
す
る

平
成
14
年
９
月

　
新
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
中
庭
ビ
オ
ト
ー
プ

が
完
成
す
る

平
成
21
年
10
月

　
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
と
記
念

祝
賀
会
を
開
催
し
、記
念
誌
を
発
行
す

る
平
成
22
年
11
月

　
学
校
給
食
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、文

部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
る

平
成
25
年
４
月

　
読
書
活
動
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、文

部
科
学
大
臣
よ
り「
読
書
活
動
推
進
学

校
」表
彰
を
受
け
る

平
成
28
年
11
月

　
熱
心
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
対
し
て
、文
部

科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
る

平
成
29
年
９
月

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
モ
デ
ル

校
と
し
て
歩
み
始
め
る

平
成
30
年
10
月

　
心
身
の
健
康
へ
の
取
り
組
み
に
対
し

て
学
校
保
健
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受

け
る

令
和
４
年
12
月

　
遊
佐
町
の
小
学
校
が
統
合
し
て
新
校

と
な
る
た
め
に
閉
校
式
を
行
う

令
和
５
年
３
月

　
１
１
３
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、閉
校

す
る
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遊
佐
小
学
校
閉
校
記
念
特
集

遊
佐
小
学
校
閉
校
記
念
特
集

遊
佐
小
学
校
閉
校
記
念
特
集

遊
佐
小
学
校
閉
校
記
念
特
集

遊
佐
小
学
校
閉
校
記
念
特
集

遊
佐
小
学
校
閉
校
記
念
特
集

　
自
分
の
子
ど
も
た
ち
も
遊
佐
小
学
校
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が

皆
と
仲
良
く
し
て
い
る
姿
を
見
て
い
る
と
、

本
当
に
こ
の
学
校
の
児
童
た
ち
は
、
友
達

思
い
の
子
が
多
い
と
改
め
て
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
自
分
自
身
も
鮭
の

解
体
で
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
機
会
が
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
と
の
距
離
が
近
づ
け
た

こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
統
合
す
る
に
あ
た
り
統
合
し

て
よ
か
っ
た
と
皆
か
ら
言
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
せ
て
、

地
域
の
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

遊
佐

地
域
づ
く
り
協
議
会

会
長佐

藤

　憲
三

取材❸ 　
閉
校
記
念
事
業
は
、保
護
者
の
皆
さ
ま
や

地
域
の
皆
さ
ま
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、素
晴
ら
し
い
も
の
が
で
き
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
の
良
い
と
こ
ろ
は「
本
を
た
く

さ
ん
読
む
こ
と
」「
給
食
を
残
さ
ず
食
べ
る

こ
と
」「
掃
除
が
上
手
な
こ
と
」と
数
え
き
れ

な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。こ
の
頑

張
っ
て
い
る
姿
か
ら
私
自
身
も
元
気
を
も

ら
い
ま
し
た
。

　「
ふ
る
さ
と
か
ら
学
び
、ふ
る
さ
と
を
創
る
」

10
年
後
、20
年
後
に
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、鳥
海
山
の
裾
野
の
よ
う
に
大
い
に
学
び
、

運
動
に
も
励
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

遊
佐
小
学
校
　

第
二
十
八
代
校
長

菅
原

　
　覚

取材❶ 

　
私
は
事
業
部
と
し
て
約
１
年
間
活
動
を
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

側
溝
の
掃
除
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
地

域
の
方
々
と
協
力
し
な
が
ら
、
迎
え
入
れ
る

準
備
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他

に
も
記
念
の
植
樹
も
し
ま
し
た
。
こ
の
木
と

一
緒
に
子
ど
も
た
ち
も
成
長
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

　
遊
佐
小
学
校
は
私
に
と
っ
て
「
元
気
を
も

ら
え
る
場
所
」
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
自
分

自
身
も
通
っ
た
こ
の
学
校
が
好
き
で
す
し
、

今
の
子
ど
も
た
ち
に
も
こ
こ
で
経
験
し
た
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。「
子

ど
も
は
宝
！
」
こ
れ
か
ら
統
合
す
る
新
生
遊

佐
小
学
校
が
今
か
ら
楽
し
み
で
な
り
ま
せ
ん
。

遊
佐
小
学
校
閉
校
記
念

事
業
部
会

部
長

髙
橋

　義
博

取材❹ 　
児
童
た
ち
は
明
る
く
、
元
気
な
子
が
非
常

に
多
い
で
す
。挨
拶
な
ど
当
た
り
前
の
こ
と

を
当
た
り
前
に
で
き
る
の
は
、
先
生
方
や
地

域
の
方
々
の
指
導
の
賜
物
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　
閉
校
式
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
小
学
校
が

な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
ず
は

５
つ
の
小
学
校
が
１
つ
に
ま
と
ま
っ
て
仲
良

く
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。子

ど
も
た
ち
が
不
安
な
気
持
ち
を
持
た
ず
に
学

校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
、
我
々
大

人
た
ち
も
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

遊
佐
小
学
校
閉
校
記
念

実
行
委
員
長

増
坂

　悦
夫

取材❷ 
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当
店
で
は
、
主
に
畳
工
事
を
メ
イ
ン

に
行
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
要
望
に
応

じ
て
、
襖
や
障
子
、
網
戸
な
ど
の
張
替

や
内
装
工
事
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

畳
は
、
日
本
の
伝
統
文
化
と
も
言
え
ま

す
。
現
代
社
会
で
の
畳
の
取
り
扱
い
数

量
は
減
少
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
当
社

で
は
、
最
新
式
の
製
造
機
器
と
一
級
技

能
士
の
熟
練
の
職
人
技
で
一
つ
一
つ
丁

寧
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　

営
業
エ
リ
ア
は
庄
内
地
区
全
般
と
隣

県
に
か
ほ
市
や
由
利
本
荘
市
ま
で
対
応

し
て
お
り
、
そ
の
他
の
エ
リ
ア
も
ご
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
多
種
多
様
な
素
材
や
、
和
モ
ダ
ン

な
空
間
を
演
出
す
る
新
し
い
商
品
も
取

り
揃
え
て
い
ま
す
。
作
っ
た
も
の
を
納

め
、
お
客
様
の
喜
ん
だ
顔
を
見
る
こ
と

が
こ
の
仕
事
の
や
り
が
い
で
す
。

　

今
の
時
代
は
深
刻
な
人
手
不
足
で
、

住
宅
建
築
に
関
わ
る
職
人
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
若
手
の
育
成
も
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
す
。
厳
し
い
世
界

で
す
が
、
こ
こ
ま
で
続
け
て
き
た
の
は

周
り
の
助
け
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
言

え
ま
す
。「
世
の
中
か
ら
畳
が
な
く
な
る

ま
で
こ
の
仕
事
を
続
け
た
い
」
と
い
う

思
い
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
も
仕
事
と
向

き
合
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

や
ろ
う
」
と
い
う
考
え
方
を
忘
れ
ず
に

持
ち
た
い
で
す
。
大
変
な
こ
と
で
も
自

分
を
頼
り
に
し
て
く
れ
る
人
の
た
め
に
、

今
後
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
精

進
し
て
い
き
ま
す
。

ゆざ町の
ガンバル

第3回

スガノ製畳
　「ゆざ町のガンバル」は遊佐町の元気ある企業や商店などを紹介してい
ます。今回は「職人編」で、最新式の製造機器による確かな品質を提供
するスガノ製畳に取材させていただき、そこに勤める職人の方にインタ
ビューしました。

手
作
り
へ
の
こ
だ
わ
り

頼
ま
れ
て
な
ん
ぼ
の
世
界

職
人
業
と
し
て
の
自
分

納
得
の
で
き
る
も
の
を
提
供

―― 職人DATA ――
スガノ製畳
◎所在地
◎営業時間
◎営業品目

◎電話番号
◎創業年
◎代表
◎従業員数

遊佐町北目字菅野谷地37-15
午前８時～午後５時
畳工事（新畳・表替・裏返し）、畳レンタル、
各種敷物・置き畳販売、襖・障子・網戸（張替）、
古畳処分
0120-073-587
昭和45年4月
阿部　勝志　氏
２名（男性２名）

「畳」製作の様子

「障子」張替の様子左／阿部勝志さん　　右／津田雄貴さん

ふ
す
ま





　

12
月
14
日
、
パ
レ
ス
舞
鶴
に
お
い
て
、

鮭
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県

内
と
秋
田
、
新
潟
両
県
の
関
係
者
ら
約
70

人
が
参
加
。
よ
ろ
ず
水
産
相
談
室
代
表
・

農
林
水
産
省
顧
問
の
宮
原
正
典
氏
の
基
調

講
演
を
通
し
、
サ
ケ
マ
ス
ふ
化
放
流
事
業

の
現
状
や
増
殖
へ
の
課
題
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら

サ
ケ
マ
ス
ふ
化
放
流
事
業
は
優
等
生
で
あ

る
」
と
事
業
継
続
の
重
要
性
に
つ
い
て
提

言
さ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。
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令和３年度 下水道事業の会計決算状況
公共下水道事業

地域集落排水事業

収入 6億8,678万円 支出 6億6,845万円

収入 9,342万円 支出 8,818万円

下水道使用料
1億5,580万円
22.7%

その他
（登録手数料他）

49万円
0.1%

一般会計繰入金
4億4,900万円
65.4%

下水道使用料
2,017万円
21.6% 営業費用

（維持管理費等）
2,928万円
33.2%

地方債利息
825万円
9.4%

地方債償還金
5,065万円
57.4%

受益者負担金
25万円
0.3%

その他
0.0%

国庫補助金
0.0%

一般会計繰入金
7,300万円
78.1%

地方債
3,920万
5.7%

国庫補助金
3,800万円
5.5%

受益者負担金
429万円
0.6% 営業費用

（維持管理費等）
1億2,804万円
19.2%

地方債利息
7,269万円
10.9%

建設改良費
9,216万円
13.8%

地方債償還金
3億7,556万円
56.2%

●
下
水
道
事
業
の
会
計
に
つ
い
て

　

町
の
下
水
道
事
業
は
、
公
共
下
水
道

事
業
と
地
域
集
落
排
水
事
業
の
２
つ
の

特
別
会
計
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、

遊
佐
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
流
入
す
る
区
域

の
皆
さ
ん
か
ら
納
付
し
て
い
た
だ
い
た

使
用
料
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を

財
源
と
し
て
、
処
理
施
設
の
維
持
管
理

や
地
方
債
の
償
還
（
借
入
金
の
返
済
）

を
、
国
の
補
助
金
や
受
益
者
負
担
金
、

地
方
債
を
財
源
と
し
て
下
水
道
施
設
の

建
設
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
で

は
、
四
つ
の
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

と
、
比
子
簡
易
排
水
処
理
施
設
に
流
入

す
る
区
域
の
皆
さ
ん
か
ら
納
付
し
て
い

た
だ
い
た
使
用
料
と
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
を
財
源
と
し
て
、
地
方
債
の
償

還
や
、
処
理
施
設
の
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
地
方
債
残
高
の
推
移

　

地
方
債
残
高
は
、
建
設
改
良
費
な
ど

の
投
資
的
経
費
を
抑
制
し
、
計
画
的
に

減
少
を
図
っ
て
い
ま
す
。
公
共
下
水
道

の
整
備
工
事
が
令
和
元
年
度
に
終
了

し
、
現
在
は
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
改

築
や
更
新
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
計
画
的
な
地
方
債
の
借
入
れ
と
、
償

還
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

●
下
水
道
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

下
水
道
は
、
自
然
や
生
活
環
境
を
よ

り
よ
く
す
る
た
め
の
公
共
の
財
産
で
あ

り
、
何
を
流
し
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
々
人
が
注
意
を

し
て
正
し
く
使
用
し
な
い
と
周
囲
へ
の

迷
惑
や
、
下
水
道
施
設
の
故
障
の
原
因

と
な
り
、
適
正
な
汚
水
処
理
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
使
用
上
の
注
意
を
守
っ

て
正
し
く
お
使
い
く
だ
さ
い
。

●
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す

　

下
水
道
区
域
に
住
ん
で
い
る
人
は
、

下
水
道
へ
の
接
続
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
施
設
の
維
持
管
理
に
は
多
額

の
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
使
用
料
は

そ
の
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
き
れ
い
な
川
や
海
を
未
来
に
残
す

た
め
に
も
、
ま
だ
接
続
し
て
い
な
い
方

は
一
日
も
早
く
下
水
道
へ
の
接
続
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
問
／
地
域
生
活
課
下
水
道
係

　
　
　

☎
72-

５
８
９
４

地方債残高の推移

5,050 4,848 4,628 4,414
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　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、全国
瞬時警報システム（Ｊアラート）を用いた訓練を行
います。国民保護情報に関するアラームと音声が、
防災行政無線から町内に流れますが、訓練ですので
ご注意ください。
●日時／２月15日㈬　午前11時
●問／総務課危機管理係　☎72－5895

防災行政無線などを用いた
情報伝達訓練

　町では、町民との協働の役割を担いながら、次の
世代に良好な環境を引き継いでいくことを目的とし
て、「遊佐町環境基本計画」を策定しています。現在、
現行計画の策定から10年が経過し、エネルギー問題
などの社会情勢の変化と同時に、町民の環境意識や
ライフスタイルなど、環境を取り巻く状況は大きく
変化しています。
　これらを踏まえ、町民目線での将来を見据えた計
画とし、環境施策を推進するため、町民意向調査を
実施し、庁内検討委員会にて検討を重ねてまいりま
した。
　その内容について、広く皆さんにご意見をお聞き
するため、以下のとおり、ご意見の募集（パブリッ
クコメント）を行います。

●意見募集期間／２月16日㈭～ 28日㈫
●意見提出対象者／
・町内に居住する方
・町内に事務所または事業所を有する個人、法人、
　その他の団体
●資料の閲覧先／役場地域生活課、生涯学習セン
ター、各地区まちづくりセンター、町ホームページ
●意見の提出方法／
・所定の様式によります。様式は、資料の閲覧先で
配布しています。持参、郵送、FAX、電子メー
ルのいずれかの方法で提出してください。
・必ず住所、氏名、または名称、連絡先（電話番号
等）を明記してください。
●提出された意見の取扱い／
提出していただいたご意見は、計画策定にあたって
の参考とさせていただきますが、質問等に対する回
答は行いません。また、ご意見の概要等は住所、氏
名などの個人情報を除き、公表することがあります。
あらかじめご了承ください。
●問・提出先／地域生活課環境係
　　　　　　　〒999-8301 遊佐町遊佐字舞鶴202
　　　　　　　☎72-5881　fax：72-3318
　　　　　　　E-mail：kankyo@town.yuza.lg.jp

ご意見を募集します
遊佐町環境基本計画　改定版（素案）

企業版ふるさと納税に
ご寄附をいただきました

　11月11日、山形県飽海郡遊佐町まち・ひと・しご
と創生推進計画が内閣府の地域再生計画の新規認定
を受け、本町で企業版ふるさと納税の活用が可能に
なり、第１号となるご寄附をいただきました。
12月15日受領
株式会社栄電子　様
　代表取締役　津田百子　様
　本社所在地　東京都千代田区外神田2-9-10　
　寄附金額は企業様の希望により非公開とさせてい
ただきます。
●問／産業課産業創造係　☎72-4522

ひきこもり相談会ひきこもり相談会
　ご自身のことでも、ご家族のことでも構いません。
ご本人の不安・焦り等について、また、ご家族との関
わりを伺いながら対応方法などを一緒に考えます。お
気軽にご相談ください。
※相談された方の秘密は守られます。
●日時／２月17日㈮　午後１時30分～３時30分
●場所／町防災センター
●相談員／多機能福祉施設こもれび　佐藤　深喜　氏
●費用／無料
●問・　／相談を希望される方は、事前に電話予約を
　　　　　　お願いします。
　　　　　　健康福祉課健康支援係　☎72-4111

申

「東北農林専門職大学（仮称）」
令和６年４月開学に向けて設置認可申請中！

「東北農林専門職大学（仮称）」
令和６年４月開学に向けて設置認可申請中！
　県では、将来の日本をけん引する農林業経営者を
養成するため、「東北農林専門職大学（仮称）」の開
学準備を進めています。農業・森林業の生産や経営、
加工、販売等の知識と理論に裏付けられた技術を、
講義だけでなく、県内外の先進経営体での長期実習
など豊富な実習で学べる新しいタイ
プの大学です。県立農林大学校（新
庄市）の敷地に校舎を新築中で、現
在の高校２年生が第１期生となりま
す。詳しくはＱＲコードからご覧く
ださい。
●問／山形県専門職大学整備推進課
　　　☎023-630-2480

詳細は
QRコードから

新校舎の外観イメージ図
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　人権擁護委員は町民の中から、議会議決を経て町
長が推薦し、法務大臣が委嘱する相談員で、人権相
談や人権尊重のための啓発活動などを行っています。
１月１日付けで１名の方が再任されました。
再任　小田原　裕さん  （富岡）
任期は、令和７年12月31日までです。
●問／山形地方法務局酒田支局　☎25-2221

人権擁護委員の再任

　青山家は明治初期から北海道のニシン漁で財を成し、
庄内でも有数の富豪に数えられました。莫大な費用をか
け、明治23年に完成した本邸は、今なお、その偉容を誇っ
ています。旧青山本邸では、青山家に代々引き継がれ
てきた古今雛や雛道具などを展示します。華やかに彩ら
れた邸内をぜひご堪能ください。
●会期／２月７日㈫～４月２日㈰
●入館料／大人400円、大学・高校生300円、
　　　　　小中学生200円
●問／旧青山本邸　　☎75-3145
　　　教育課文化係　☎72-5892

旧青山本邸ひなまつり
【庄内雛街道】

放課後子ども教室　
ボランティアスタッフ募集

　４月から放課後子ども教室で小学生と一緒に活動
していただける地域ボランティアを募集します。

●活動内容／スポーツ・文化等の体験活動、工作、
読書、遊び等、子どもの活動のサポートや見守り。
（宿題等の学習指導は行いません）
●活動場所／
　藤崎地区　ふじっこ　藤崎小学校
　高瀬地区　「たかせっこ」　高瀬小学校
　吹浦地区　吹浦こども教室　吹浦小学校
●活動時間／授業日の放課後から午後６時まで
　（藤崎地区のみ振替・長期休業日の１日活動あり）
　※活動時間１時間あたり850円の事業協力謝礼を
　　お支払いします。
　※活動場所までの移動は各自でお願いします。

　教員、保育士等の資格は必要ありません。学生を
除く、健康な18歳以上の方で子どもの居場所づくり
に関心のある方、子どもが好きで一緒に活動したい
方でしたらどなたでも。活動の様子を見学すること
もできます。詳細については、お気軽にお問い合わ
せください。
●問／教育課社会教育係（生涯学習センター）　　
　　　☎72-2236

マイナちゃん情報局マイナちゃん情報局 vol.13vol.13 ～オンラインで簡単便利に転出届出ができる！～～オンラインで簡単便利に転出届出ができる！～
　２月６日㈪から、マイナンバーカードをお持ちの方はマイナポータルを通じたオンラインでの転出届出
が可能になります。このサービスを利用する方は、転出にあたり役場への来庁が原則不要となります。
　電子証明書が有効なマイナンバーカードをお持ちの方で、日本国内での引越しをする方がご利用いた
だけます。ご自身単身での引越しの他、
ご自身と同一世帯員、ご自身以外の世帯
員の方の引越しでも利用可能です。
※マイナポータルを通じて転出届の提出
をした後は、別途、転入先市区町村の
窓口で転入届等の手続が必要です。

遊佐町の交付状況
申請数　　9,068件（69.44％）
交付数　　7,761件（59.43％）
12月31日現在詳細はこちら

●問／町民課町民係　☎72-5885

従来（役場窓口での転出届）

転入届出転入届出

・転出届の提出
・国民健康保険の手続き
・児童手当や医療証の手続き　など

【遊佐町役場】
窓口で転出届出のほか、各種手続きを行う

【転入先役所】
転入の届出は、従来通りの転出、オン
ライン転出に関わらず、必ず転入先の
役所へ訪れて届け出る必要があります。
（住み始めてから14日以内）

・転入届の提出
・国民健康保険の手続き
・児童手当や医療証の手続き　など

オンライン転出

今まで窓口でしていた各種手続きを
オンライン上で行うことで、転出先・
転入先の自治体で情報連携が可能です。

【自宅】
自宅に居ながらオンライン上で転出届出が可能

転出手続きが終わったら…
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農業生産資材価格高騰対策農業生産資材価格高騰対策 公的年金等の源泉徴収票の再交付公的年金等の源泉徴収票の再交付
　公的年金等の源泉徴収票が、今年の１月に日本年金機構か
ら送付されています。紛失等による源泉徴収票の再交付は、
ねんきんダイヤルで受け付けしています。
　確定申告については、折込チラシの「所得税・町県民税・国
民健康保険税申告相談」をご覧ください。
●ねんきんダイヤル／
　☎0570－05－1165（ナビダイヤル）
　※050から始まる電話でおかけになる場合は
　☎（東京）03－6700－1165（一般電話）
●受付時間／月曜日　　　午前８時３０分～午後７時
　　　　　　火～金曜日　午前８時３０分～午後５時１５分
　　　　　　第２土曜日　午前９時３０分～午後４時
 お問い合わせの際は、年金証書の基礎年金番号・年金コー
ドをご用意ください。
※源泉徴収票は日本年金機構に登録されているご本人の住
所宛に郵送します。
※再交付の申請の際には、ご本人の基礎年金番号・氏名・生
年月日・住所、お電話をおかけになった方の氏名・ご本人と
の続柄・電話番号を確認させていただきます。
※電話による再交付の場合は、送付まで2週間程度かかりま
すので、お急ぎの方は、鶴岡年金事務所または街角の年金
相談センター酒田でご相談ください。　
※役場での再交付は受付けておりません。
●問／鶴岡年金事務所　☎0235-23-5040

　町では、肥料などの農業生産資材価格の高騰により、経
営に著しい影響を受けている農業者に対して、農業経営を
支援するために補助金を交付します。
●対象者／町内に住所を有する販売農業者、
　　　　　 2戸以上の生産者団体、農業法人等
　※販売品目が水稲のみの方は、水稲肥料高騰対策事業補
助金交付済のため対象外

　※県の原油価格・物価高騰緊急支援交付金の交付を受け
ている（予定含む）方は対象外

●支援対象／肥料、ビニール系生産資材等に係る購入相当
額のうち、令和４年６月から12月までの期間購入分相当額
●支援内容／
　支援金額＝（肥料購入相当費＋資材相当費）×１０％
　※肥料購入相当費を基に資材相当費を算出します
　※対象となる肥料は、「肥料の品質の確保等に関する法
律」（肥料法）に規定するものに限ります。

●必要書類等／
　申請書兼請求書
　令和4年中（1月～12月）に購入した肥料の注文書、
　   請求書、領収書等
　振込先口座通帳のコピー 
●申請方法／
　●JA庄内みどりへの出荷実績がある農業者等
　　遊佐営農課または遊佐園芸センターから申請案内があり
　　ますので、ご確認ください。
　●その他の対象者→町産業課農業振興係までお問合せく
　　ださい。
　　また、町ホームページ※から詳細をご確認ください。
　※遊佐町ホームページTOP→産業・しごと→農業
　　→農業生産資材価格高騰対策のご案内
●問／産業課農業振興係　☎72-5882

本が好きな子どもを育む（遊佐町子ども読書活動推進計画のテーマ） ◎遊佐町立図書館2月利用案内
平　日　午前9時 ～ 午後6時
土日祝　午前9時 ～ 午後5時
休館日　7日㈫・21日㈫

☎ 72－5300　FAX 72－5301
https://yuzamachi-yamagata.or.jp/

図書館だより図書館だより
雪道でなかなか図書館に来館できない皆様へ…

まちづくりセンターでも
本が読めます

◆わくらくらんど （０～３歳向けおはなし会）
【子どもセンターにて】 2月  3日㈮　11時～
◆まほうのじゅうたん・おはなし会 （素語り）
【町立図書館にて】　2月11日(土・祝）　10時30分～

【第２展示コーナー】  この世界は謎に溢れている
                         (奇怪の本特集）
【第３展示コーナー】  芥川賞・直木賞受賞作品特集
【玄関ショーケース】  遊佐町民俗芸能

状況に応じて、開館時間や提供できるサービスやイベント内容が変更になる場合がございます
随時公式サイト上でお知らせいたしますので、webもしくはお電話などでご確認くださいますようお願いいたします

こども川柳チャレンジ大会
入賞作品の展示

　昨年 11 月に全応募作品を展示しておりましたこども川柳
ですが、入賞作品を図書館に通年展示しております。
　見逃してしまったという方も、初めて見る方もぜひ、子ど
もたちの力作をご覧ください。

図書館では、一部のまちづくりセンターに図書館の本を置い
ています。
　子どもの絵本から大人の実用書までさまざまな本があり、
２ヶ月１回、本の入替も行っています。
なかなか図書館まで来ることが出来ない方も、そうでない方
もこの機会にご利用してみてはいかがでしょうか。
詳しくは下記まちづくりセンターまでお尋ねください。

イ
ベ
ン
ト

テ
ー
マ
展
示

展示される本の内容は、webでも見ることができます
遊佐町立図書館で検索→【本を探す】→【図書館おす
すめ】のページへどうぞ♪

◆おはなしわーるど （子ども向け映写会）
【町立図書館にて】　　 2月25日㈯　10時30分～

【全入賞作品】　  郷土資料コーナーとなりの壁面
【遊佐町立図書館長賞】　図書館入口そばの看板【設置場所】

  蕨岡、稲川、西遊佐、吹浦の各まちづくりセンター
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お知らせ
　

空
き
家
に
関
す
る
ご
相
談
、
ご
依
頼

等
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
近
く
の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

▼
受
付
時
間
／
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
平
日
）

▼
問
／
（
公
社
）
全
日
本
不
動
産
協
会

山
形
県
本
部

　

☎
０
２
３-

６
６
５-

０
１
０
０

▼
日
時
／
２
月
９
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所
／
こ
ぴ
あ
コ
ー
プ
酒
田
１
Ｆ

▼
内
容
／
山
形
県
立
酒
田
特
別
支
援
学

校
高
等
部
生
徒
に
よ
る
作
業
製
品
の

販
売

▼
問
／
山
形
県
立
酒
田
特
別
支
援
学
校

　

☎
３
４-

２
０
２
６

▼
日
時
／
２
月
24
日
㈮

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

▼
場
所
／
稲
川
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
／
血
圧
、
体
脂
肪
・
内
臓
脂
肪
、

血
管
年
齢
、
脳
年
齢
の
測
定

▼
費
用
／
無
料

▼
申
込
み
／
不
要

※

参
加
さ
れ
る
方
は
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
／
本
間
病
院
友
の
会

　

☎
２
６-

６
６
３
１

　
「
見
て
」「
触
れ
て
」「
体
験
し
て
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
日
夜
あ
ら
ゆ
る
災

害
、
危
険
か
ら
地
域
を
守
る
公
務
員
の

仕
事
を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
警
察
、
消
防
、

海
保
、自
衛
隊
の
合
同
職
場
紹
介
で
す
）

▼
対
象
／
中
学
生
、
高
校
生
、
大
学
生
、

社
会
人

▼
日
時
／
２
月
25
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

▼
場
所
／
酒
田
市
武
道
館

▼
申
込
締
切
／
２
月
22
日
㈬

　
　
　
　

午
後
５
時

▼　

・
問
／
合
同
公
務
員
職
場
紹
介
実

行
委
員
会
事
務
局　

自
衛
隊
酒
田
地

域
事
務
所
（
酒
田
市
上
安
町
）

　

☎
２
７-

３
５
３
２

▼
日
時
／
２
月
19
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▼
場
所
／
三
ノ
俣　

さ
ん
ゆ
う

▼
内
容
／
自
作
の
そ
り
を
持
参
し
、
専

用
コ
ー
ス
を
滑
り
ま
す
。

　

タ
イ
ム
と
デ
ザ
イ
ン
の
総
合
判
断
で

優
勝
者
を
１
名
表
彰
し
ま
す
。

　

段
ボ
ー
ル
や
肥
料
袋
な
ど
で
も
可
。

ス
キ
ー
板
や
ボ
ー
ド
の
使
用
は
不
可
。

▼
参
加
料
／
無
料

※

お
昼
ご
飯
は
さ
ん
ゆ
う
の
メ
ニ
ュ
ー

を
食
べ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
有
料
）

▼
定
員
／
20
名
程
度　
﹇
16
日
㈭
締
切
、

但
し
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り]

▼　

・
問
／
さ
ん
ゆ
う

　

☎
７
２-

４
５
０
０

　

鳥
海
は
る
か
農
園　

丸
藤

　

☎
０
８
０-

６
０
１
８-

１
２
１
１

▼
日
時
／
２
月
17
日
㈮

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
５
時

さ
か
と
く
バ
ザ
ー
Ｉ
Ｎ

こ
ぴ
あ
コ
ー
プ
酒
田

４
機
関
合
同
公
務
員
職
場
紹
介

「
正
義
の
ヒ
ー
ロ
ー
大
集
合
！
」

第
１
回　
さ
ん
ゆ
う
杯

自
作
そ
り
レ
ー
ス

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
軸
に
し
た

地
域
デ
ザ
イ
ン
」シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

空
き
家
相
談
窓
口

ま
ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク

申申

■雇用の広場

職種・人数 看護員（正職員）  若干名  59歳以下
介護員（契約職員）　若干名

資格要件
・不問 但し、普通自動車免許必須
・看護員は、看護師又は、
　准看護士資格が必要

業務内容 施設利用者の日常介護、看護

給与待遇 遊佐厚生会「職員給与支給規程」に
よる(各種手当て有り)

賞　　与 年２回（令和4年度正職員4.25ヶ月、契
約職員2.6ヶ月）

休日休暇
週休2日制（シフトによる）、
夏季休暇、年末・年始休暇、
（令和4年度年間休日数125日）

福利厚生
健康保険、厚生年金、雇用保険。
労災保険、財形、定期健康診断、育児
休暇・介護休暇等

勤務地
社会福祉法人遊佐厚生会が経営する
施設（障がい者支援施設月光園、特別
養護老人ホームゆうすい、特別養護
老人ホームにしだての内いずれか）

提出書類

①受験申込書　②履歴書
③有資格証明書写し
（①②は遊佐厚生会ホームページ
　www.yuzakouseikai.or.jpより
　ダウンロード可）

締　　切 採用者決定次第締切

試験内容 面接試験（応募者と話し合いの上設
定いたします）

採用予定日 面接後決定いたします

問
社会福祉法人　遊佐厚生会
法人本部事務局（月光園内）
担当：佐藤　☎72-5611

募集職種 正社員

就業施設
・
人員

〇ホール係（1名）鳥海温泉 遊楽里
〇施設運営全般（1名）
　しらい自然館・西浜コテージ村
　・さんゆうのいずれか
〇オンライン販売事業（1名）
→部署　経営企画部　EC企画係
（仕事内容：インターネット販売全般に関わるお
仕事です。令和4年4月にスタートしたばかりの新
たな部署です。興味のある方、大歓迎です！）
〇設備管理（1名）
→部署　経営企画部　施設管理係
（仕事内容：当社全9施設の設備関係の管理
に関わるお仕事です。資格等は必要なし。）

雇用期間 定めなし（試用期間3カ月）

応募要件 ※未経験でも大歓迎。
　丁寧に指導いたします。

待　　遇
月額147,744円～159,600円
（通勤手当、時間外手当除く）
賞与あり（前年実績2か月分）、
制服貸与

加入保険 社会保険完備（厚生・健康・雇
用・労災保険）退職金あり

就業時間
変形労働時間制（1年単位）
休憩時間1時間
各施設の年間カレンダーに
基づき、シフト制となります。

休　　日 年間公休105日
必要書類 履歴書（写真貼付）

選考方法
履歴書を経営企画部総務課（道の
駅鳥海ふらっと内）まで提出（郵
送可）して下さい。履歴書選考の
上、本人にご連絡致します。

応募締切 2月20日㈪
問 経営企画部　石垣又は佐藤

☎71-7022

募集職種 パート

就業施設
・
人員

〇ホール係（1～2名）
　　鳥海温泉　遊楽里　
〇簡単な調理補助（1名）
　　道の駅鳥海ふらっと

雇用期間 一回の契約が最長6カ月
（更新あり得る）

応募要件 ※未経験でも大歓迎。
　丁寧に指導いたします。

待　　遇

時給855円
（夜間20：00～22：00及び
　早朝06：00～08：00は時給955円）
賞与あり、制服貸与、正社員登用
制度あり

加入保険 労災保険（雇用条件によっては雇
用保険、社会保険あり）

就業時間

シフト制となります。
【鳥海温泉　遊楽里】
　①6：00～21：00の間の
　　8時間程度
　② 16：30～21：00の間の
　　4時間程度
【道の駅鳥海ふらっと】
　③　8：00～18：00の間の
　　8時間

休　　日 ①及び②　月10～15日位
③　月8～10日位

必要書類 履歴書（写真貼付）

選考方法
履歴書を経営企画部総務課（道の
駅鳥海ふらっと内）まで提出（郵
送可）して下さい。履歴書選考の
上、本人にご連絡致します。

応募締切 2月20日㈪
問 経営企画部　石垣又は佐藤

☎71-7022

社会福祉法人　遊佐厚生会 遊佐町総合交流促進施設株式会社
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黒森歌舞伎正月公演
●日時／ 2月15日㈬、17日㈮　午前10時～午後4時頃
●場所／黒森日枝神社境内
●演目／［午前10時～］少年太鼓、神事、神楽、三番叟［正午～］

少年歌舞伎「青砥稿花紅彩画」より稲瀬川勢揃いの場［午
後1時～ 4時頃］本狂言「昔談柄三荘太夫」より丹後の国
南山の場、三荘太夫屋敷の場

●費用／無料
●その他／
・無料駐車場があります。係員の指示に従ってください。
・屋外のため、防寒対策が必要です。
・特製弁当を販売します（1千円。予約不要）。
・有料ます席もあります（1ます4人分で1万円。特製弁当、演目
の解説冊子、ひざかけ、湯たんぽ付き。1日8ます限定）。ます
席の予約は2月3日㈮～黒森コミセンへ（☎92-2255）

●問／酒田市社会教育文化課内黒森歌舞伎保存会事務局 
　　　☎24-2994

酒田

黒森歌舞伎酒田公演
●日時／ 3月5日㈰　正午～午後4時30分頃
●場所／希望ホール
●演目／［正午～］少年太鼓［午後0時30分～］少年歌舞伎「青砥

稿花紅彩画」より稲瀬川勢揃いの場［午後１時30分～４時
30分頃］本狂言「昔談柄三荘太夫」より丹後の国南山の場、
三荘太夫屋敷の場

●チケット料金(全席自由)／前売り500円、当日700円
●チケット取り扱い／ 2月3日㈮～酒田市総合文化センター、酒田

市役所地下売店、希望ホール、八幡タウンセンター、松山
総合支所、平田総合支所、黒森コミセン

●問／酒田市社会教育文化課内黒森歌舞伎保存会事務局
　　　☎24-2994

酒田

月山あさひ雪まつり
●日時／２月19日㈰　午前10時～午後２時
●場所／湯殿山スキー場
●内容／あさひ屋台村、雪山スノースライダー、
　　　　雪んこちゃんに大変身（費用：200円）等
●問／鶴岡市朝日庁舎産業建設課内
　　　「同まつり実行委員会」事務局　☎0235-53-2120

鶴岡

庄内町の小さな旅④
「はじめてのスノートレッキングin北月山荘」
　初心者向けの雪山トレッキング開催！北月山荘の入浴、月うさぎ
御膳の昼食付きです。（イベント限定お子様ランチも対応可能）ス
ノーシューをはいて、美しい雪景色を見に出かけませんか？
●日時／ 2月18日㈯　午前9時～午後1時　予備日　2月25日㈯
●集合／月の沢温泉北月山荘
●定員／先着20名
●費用／大人2,000円、小学生1,000円
●持ち物／スノーウェア、スノーブーツ、飲み物、入浴道具
●問・　／庄内町観光協会　☎42-2922

庄内

広域情報
コーナー はんこたんな

YUZA
INFORMATION

　三川町観光協会では、三川町と庄内地方のPRなどのお手伝いを
していただく「菜の花むすめ」を募集しています。自薦、他薦は問
いません。明るく笑顔あふれる方の応募をお待ちしています。
●応募資格／庄内地方在住の18歳以上の女性（高校生不可）
　　　　　　ＧＷ期間中に開催する菜の花まつりに参加可能な方
●活動内容／菜の花まつり撮影会でのモデル、イベントや
                  キャンペーンでの観光ＰＲや補助的業務
　　　　　　（年3回程度）※謝礼、副賞あり。
●募集人数／ 2 ～ 3人　　　
●任期／ 4月15日㈯～ 1年間
●申込締切／ 3月20日㈪［郵送の場合当日消印有効］
●応募フォーム／ URL：https://logoform.jp/f/NkABK
●問・　／三川町観光協会　☎0235-66-4656

2023年　菜の花むすめ募集 三川

応募フォームは
こちら

▼
場
所
／
酒
田
市
公
益
研
修
セ
ン
タ
ー

公
益
ホ
ー
ル
（
東
北
公
益
文
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大
学

酒
田
キ
ャ
ン
パ
ス
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▼
内
容
／
第
１
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基
調
講
演
、
第
２
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パ
ネ
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デ
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カ
ッ
シ
ョ
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講
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師
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務
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政
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／
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０
０
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／
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／
２
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／
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▼
対
象
／
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、
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域
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居
住
ま
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は
お
勤
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方

▼
定
員
／
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前
予
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制
（
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着
８
名
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▼
対
応
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▼
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月
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㈬
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で

※

定
員
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第
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す
。

▼　

／
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北
労
働
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庫
酒
田
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☎
２
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０
３
２
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求
職
者
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー

▼
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／
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月
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日
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３
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３
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後
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▼
相
談
内
容
／
就
労
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関
す
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悩
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困
り
ご
と

▼
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／

　

☎
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０
０-

８
０
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（
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ー
ダ
イ
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▼
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▼
問
／
県
産
業
労
働
部
雇
用
・
産
業
人

材
育
成
課

　

☎
０
２
３-

６
３
０-

２
７
１
１

▼
日
時
／
２
月
23
日
（
木
・
祝
）

　

第
１
回
公
演　

午
前
10
時
30
分
開
演

　
（
午
前
９
時
30
分
開
場
）

　

第
２
回
公
演　

午
後
2
時
30
分
開
演

　
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

▼
場
所
／
天
童
市
市
民
文
化
会
館

▼
出
演
／
第
６
音
楽
隊
、
第
６
師
団
ら
っ

ぱ
隊
、 

第
20
普
通
科
連
隊
（
花
笠
踊

り
）、
第
２
施
設
団
（
船
岡
さ
く
ら

太
鼓
）

▼
そ
の
他
／
①
入
場
無
料

②
応
募
は
メ
ー
ル
ま
た
は
往
復
は
が
き

で
応
募

 

・
メ
ー
ル
応
募
は「
第
６
師
団
」で
検
索

し
て
応
募
要
領
に
従
っ
て
送
信

 

・
往
復
は
が
き
は
、住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

希
望
人
数（
は
が
き
１
枚
で
２
名
様
ま

で
）希
望
公
演（
１
回
公
演
・
２
回
公

演
・
ど
ち
ら
で
も
）・
電
話
番
号
を
記
入

し
て
投
函（
は
が
き
の
料
金
に
注
意
）

③
応
募
要
領
の
詳
細
は
、ポ
ス
タ
ー・チ
ラ

シ
、第
６
師
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

④
応
募
締
切
は
、
２
月
６
日
㈪
﹇
当
日

消
印
有
効]

⑤
ご
来
場
の
際
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
の
た
め
の

対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
問
／
陸
上
自
衛
隊
第
６
師
団
司
令
部

　

総
務
課
広
報
班

 

☎
０
２
３
７-

４
８-

１
１
５
１

飽
海
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会

勤
労
者
無
料
法
律
相
談

第
18
回
第
６
師
団
音
楽
ま
つ
り

就
労・生
活
ダ
イ
ヤ
ル　
集
中
相
談
会

申込QR

申

申

申申
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まち協インフォメーション

7 火 町民体育館一般開放日（１階児童高齢者体育館・トレセン）

11 土・祝
建国記念日

町民スキー大会（三ノ俣スキー場）9：30～

21 火

19 日

町民体育館一般開放日（１階児童高齢者体育館・トレセン）

8：30～ 第51回遊佐町卓球選手権大会（町体）

23 木・祝 天皇誕生日

月に一度の買い物支援「ちょっこり応援隊」

生生涯涯 学学 習習 カレンダー 2月
生涯学習センター
☎72－2236

日 曜日 時　間 事　　　項

休館日のご案内

旧青山本邸
6日㈪・13日㈪・20日㈪・27日㈪

☎75－3145

町民体育館
13日㈪・27日㈪

☎72－5454

総合福祉センター
土日・祝日はお休みです。

※介護保険の事務所は営業しています。

※男女浴室設備改修工事のため

☎72－4715

あぽん西浜
13日㈪～20日㈪

☎77－3333

学び

広場

学び

広場
の

トレーニングルーム相談日　町民体育館　2月1日㈬・8日㈬・18日㈯　 18：30～19：30 
　　　　　　　　　　　 農業者トレーニングセンター　 2月22日㈬　18：30～19：30 
※参加希望の方は、18:20まで町民体育館２階事務室で受付を済ませてください。  

　令和2年12月から活動を開始した「ちょっこり応援隊」買い物支援。遊佐地区
にお住まいの６５歳以上の一人暮らし、６５歳以上のみで構成される世帯を対象
に買い物のお手伝いをしています。現在買い物支援利用登録者は10名、ちょっこ
り応援隊登録者は１２名です。買い物する場所は、エルパとムサシで、買い物時
間は 1時間くらいです。毎回、申込者の家まで送迎しています。
　12月28日の買い物支援には申込者５名、ちょっこり応援隊６名と保健師さんが

参加しました。参加者は年末の準備のため買い物メモ
を持って、黒豆、かまぼこなどをちょっこり応援隊と
の会話を楽しみながらゆっくり買い物をしていまし
た。1 時間が短く感じるほどでした。参加者は、「ま
だの」と声をかけ合い、月に一度の買い物を楽しみに
していました。
　次回は、2月22日㈬ 13 時、3月22日㈬ 13時。

遊　佐

＊
来
月
号
の
掲
載
は
俳
句
と
な
り
ま
す
。

　

ご
投
稿
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

自
転
車
に
東
北
一
周
の
友
帰
る

土
産
ば
な
し
は
明
日
ゆ
っ
く
り前

田
　
伸
一

信
長
も
眺
め
た
だ
ろ
う
か

赤
き
月
一
期
一
会
の
宇
宙
の
不
思
議

佐
藤
喜
和
子

天
日
干
し
の
稲
杭
ず
ら
り
と
並
び
立
つ

初
冠
雪
の
鳥
海
光
る

池
田
　
　
久

ア
ル
デ
バ
ラ
ン
東
の
空
に
探
す
夕
べ

オ
リ
オ
ン
星
座
窓
辺
に
近
し

池
田
恵
美
子

コ
ン
バ
イ
ン
無
人
の
ま
ま
に
稲
刈
り
す

Ａ
Ｉ
任
せ
に
紫
煙
く
ゆ
ら
す

石
川
　
幸
子

電
柱
の
長
き
影
踏
み
上
り
た
る

思
ひ
に
見
上
ぐ
あ
く
ま
で
高
空秋

保
　
嘉
子

限
り
な
く
白
を
抱
け
る
秋
明
菊

ゆ
る
ゆ
る
風
と
蜻
蛉
と
コ
ラ
ボ富

樫
八
重
美

鳥
海
山
の
朝
焼
け
の
光
は
松
原
を
越
え
て

畑
の
農
夫
を
つ
つ
む

菅
原
　
　
功

病
院
の
認
知
度
検
査
を
受
け
な
が
ら

九
十
四
歳
母
す
ま
し
顔

荒
川
千
恵
子

草
色
の
褪
す
る
穭
田
あ
り
の
ま
ま

空
に
ひ
ら
き
て
白
鳥
を
待
つ

佐
藤
　
幹
夫

遊
佐
町
短
歌
会

短 

歌
文
芸
遊
佐

文
芸
遊
佐

文
芸
遊
佐

文
芸
遊
佐

＊
今
月
は
短
歌
で
す

●問／遊佐地域づくり協議会　☎72－2120

の
ぼ

か
げ

ひ
つ
じ
た

車いすに買い物カゴを
取り付けて「便利だの～」

社会福祉協議会の車で送迎
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 １2月の家庭ごみの収集量

令和４年度省エネとリサイクル川柳・
標語コンクール受賞作品を発表します！

（単位：ｔ）

もやすごみ
資源ごみ
埋立ごみ
ペットボトル
水銀ごみ

ごみの種類

※ごみの量は、酒田地区広域行政組合に搬入している量です

190.31 
10.40 
4.28 
2.75 
1.03 

４年度
（A）

205.73 
11.11 
4.83 
2.76 
0.97 

３年度
（B）

△15.42 
△0.71 
△0.55 
△0.01 
0.06 

増減
（A－B）

　エコすまいる・ゆざでは、省エネルギーに対する理
解と関心を深め、環境学習に役立てるとともに、積極
的に省エネ活動を行う意欲を高めるため、町内の小学
生を対象に、川柳・標語コンクールを行いました。
　今年度は１１５作品のご応募をいただき、審査会で選考した結果、以下の作品が受賞しました。

●問／地域生活課環境係　☎72-5881

エコすまいる通信エコすまいる通信
広報板

 ●最優秀　：　１点
　　蕨岡小学校　１年　　佐藤　碧波
　　「スイッチオフ　ちきゅうのおねつ　さまそうよ」
 ●優秀　  ：　２点
　　藤崎小学校　５年　土門　依満莉
　　「せん風機　わたしの指が　五まい羽」
　　遊佐小学校　３年　鈴木　健心
　　「太よう光　あつめて電気が　ピッカピカ」
 ●入選　　：　５点
　　蕨岡小学校　４年　大場　結花
　　「地球のために私が出きること　せつ電せっ水」
　　蕨岡小学校　５年　仲鉢　陸人
　　「毎日の節電せっすい　母えがお」
　　藤崎小学校　４年　土門　薫奈
　　「小さなことから省エネ活動　CO2をへらそう」
　　遊佐小学校　５年　土門　凪
　　「森林を　増やして空気を　清らかに」
　　遊佐小学校　６年　中山　斗真
　　「おくれるな！SDGsの波に乗れ」

 ●最優秀　：　１点
　　藤崎小学校　４年　　菅原　花
　　「考えよう　私に出来る　SDGs」
 ●優秀　  ：　２点
　　藤崎小学校　６年　菅原　湊
　　「もうすてる？これはまだまだつかえるよ」
　　遊佐小学校　４年　佐藤　夢栞
　　「リサイクル　新しい物に大変身」
 ●入選　　：　５点
　　蕨岡小学校　３年　池田　海人
　　「川、山、海を大切に」
　　蕨岡小学校　６年　池田　風実
　　「リサイクル　くらしにつながる　エネルギー」
　　藤崎小学校　４年　尾山　琉成
　　「身につけよう　リデュース　リユース　リサイクル」
　　遊佐小学校　１年　小松　薫
　　「ごみじゃない　おもちゃつくれば　たからもの」
　　遊佐小学校　６年　小松　麗亜
　　「繰り返し　使えるように　心がけ」

★省エネ標語部門
 ●最優秀　：　１点
　　遊佐小学校　３年　　祢津　新
　　「グリーンカーテン　緑の風が　すずしいな」
 ●優秀　  ：　２点
　　藤崎小学校　６年　國分　いつみ
　　「夏の夜　すずしいならば　まど開こう」
　　藤崎小学校　６年　藤田　夢叶
　　「限りある　資源をつなごう　未来へと」
 ●入選　　：　５点
　　蕨岡小学校　２年　仲鉢　晴人
　　「ぼくとうばん　でん気オンオフ　みまもるよ」
　　蕨岡小学校　４年　土門　慎音
　　「だれのため　いらないでんき　けしてよね」
　　遊佐小学校　２年　小松　莉奈
　　「でんきけし　ほしぞらながめ　ねがいごと」
　　遊佐小学校　２年　菅原　千尋
　　「もったいない　もったいない
　　　　　おかあさんの口ぐせ　もったいない」
　　遊佐小学校　５年　板垣　心羽
　　「今年の夏は　節電意識に　スイッチオン」

★省エネ川柳部門

 ●最優秀　：　１点
　　蕨岡小学校　３年　　今野　維人
　　「まだ使える　その気持ちが　リサイクル」
 ●優秀　  ：　２点
　　藤崎小学校　６年　齋藤　由芙里
　　「アイディアで　笑顔あふれる　おくりもの」
　　遊佐小学校　４年　中山　來斗
　　「リサイクル　いらないものも　あたらしく」
 ●入選　　：　５点
　　蕨岡小学校　１年　那須　旭
　　「すてないで　ちきゅうをごみに　しないでね」
　　蕨岡小学校　６年　池田　海紗希
　　「リサイクル　協力しようよ　未来のために」
　　藤崎小学校　６年　髙橋　悠希
　　「リサイクル　ゴミの出し方　再確にん」
　　遊佐小学校　４年　菅原　和真
　　「リサイクル　かさ分かいして　楽しいな」
　　遊佐小学校　４年　六本木　りみ
　　「リサイクル　いつもきれいな　遊佐町だ」

★リサイクル川柳部門★リサイクル標語部門



２月の各種相談
●行政相談【西遊佐まちづくりセンター　会議室
　15㈬　　 午後１時～３時】
　　　　　　相談員／菅原　三康・佐藤　正子
　問／総務課総務係　☎72-3311

●健康福祉課健康支援係 
　☎72－4111（平日8：30～17：15）

●庄内保健所地域保険福祉係 
　☎0235－66－4931（平日8：30～17：15）

●山形いのちの電話
　☎023－646－4343（13：00～22：00年中無休）

こ　こ　ろ　の　相　談　窓　口
ひとりで悩まず
ご相談ください

期  日 事　業　名 対　　　象

健康カレンダー

※幼児の健診においでの際は歯みがきをすませ、歯ブラシをご持参
　ください。
※受付時間等の詳細は個別の案内を参照してください。
※状況により健診日が変更になる場合があります。
※母子健康手帳の交付について
 ・母子健康手帳は妊娠11週までに交付を受けましょう。
 ・母子健康手帳の交付（妊娠届）は、毎週月曜日13時30分～15時に
　行います。
 ・月曜日に都合がつかない方は、事前にお電話をください。
 ・印鑑、マイナンバーがわかるもの（マイナンバーカードまたは通知
　カード）、運転免許証をお持ちください。

2/8㈬

2/21㈫

2/24㈮

3/8㈬

３歳児健診

２歳６か月児歯科健診

３～４か月児健診

９～10か月児育児相談

令和元年８月～９月生まれの方

令和２年４月～６月生まれの方

令和４年１０月～１１月生まれの方

令和４年５月～６月生まれの方
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包括支援センターだより
「ゆうすいカフェ」　 のご案内
　ゆうすいカフェを開店致します。皆さんのご参加
をお待ちしています。
●カフェ開店日
　２月14日㈫　栄養士による美味しい食生活のお話
３月14日㈫　“ジョサネ棒”を使用した体操のお話
●開店時間  　午後２時～４時
●開店場所  　遊佐町老人福祉センター和室
　　　　　　  （遊佐町社会福祉協議会）
　　　　　　  ※今年度は場所が変更となります。
　　　　　　  　お間違いないようにお願いします。
●参 加 費　100 円
●お 願 い
　・感染症対策のため、体調が悪い方などは参加を
ご遠慮ください。

　・参加の際には、検温、マスク着用にご協力くだ
さい。

　・状況によっては、開催の変更の可能性もありま
すのでご不明な点はお問合せください。

●問／包括支援センターゆうすい　☎71－2130

　

遊
佐
保
育
園
は
、
近
隣
に
老
人
ホ
ー

ム
や
介
護
施
設
、
高
校
な
ど
が
あ
り
、

以
前
か
ら
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

季
節
の
行
事
で
訪
問
し
た
り
、
一
緒
に

運
動
会
や
芋
ほ
り
、
毎
月
の
誕
生
会
も

行
っ
て
い
ま
し
た
。
近
年
は
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
こ
と
で
ほ
と
ん
ど
の
行
き
来
を

ひ
か
え
て
お
り
、
寂
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
園
内
の
行
事
が
中
止
に
な
っ
た
り

園
外
の
発
表
の
機
会
も
減
り
、
子
ど
も

た
ち
の
頑
張
り
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ず
に
と
て
も
残
念
で
す
。

　

散
歩
に
行
っ
た
時
の
一
場
面
で
す
。

保
育
園
周
辺
の
田
ん
ぼ
道
を
行
く
と
老

人
ホ
ー
ム
の
裏
に
通
り
か
か
り
、
見
か

け
て
く
れ
る
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
窓
か
ら
顔
を
出
し
声
を
掛
け

て
く
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
嬉
し
そ

う
に
応
え
ま
す
。
と
て
も
微
笑
ま
し
い

や
り
と
り
で
す
。
ま
た
、
町
中
で
地
域

の
方
に
出
会
う
と
、挨
拶
だ
け
で
な
く
、

自
然
に
声
を
掛
け
て
い
る
姿
も
見
ら
れ

ま
す
。

 「
な
に
し
て
る
の
？
」

 「
ど
こ
に
い
く
の
？
」

急
な
質
問
に
も
丁
寧
に
応
え
て
く
れ
る

方
が
ほ
と
ん
ど
で
、
そ
し
て
必
ず
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど

 「
い
い
こ
だ
の
〜
。」

 「
げ
ん
き
だ
の
〜
。」

と
、
見
送
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

公
共
の
場
で
自
由
に
過
ご
す
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
情
報
も
聞

か
れ
る
中
、
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び

と
あ
そ
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
が
で
き

る
の
は
、
地
域
の
方
々
の
理
解
と
協
力

が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。
地
域
に
見
守
ら
れ
、
温
か
い
愛
情

の
中
で
社
会
性
、
思
い
や
り
な
ど
、
人

と
か
か
わ
る
力
が
豊
か
に
育
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
、
地
域
と
の
交
流

が
再
開
す
る
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま

す
。
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域
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こ
ど
も
た
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地
域
と
共
に
育
つ
こ
ど
も
た
ち
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ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう

12.  2　 本間　陽生くん　　　五日町
  （敏也・奈美子）

12.  5　 池田　　詩ちゃん　　出　戸
  （健・果歩）

12.22　 本間　晴翔くん　　　南　山
  （翔也・志緒里）

はる き

　　うた

はる と

遊佐町の人口
　　計／12,796（－24）
　　男／  6,124（－15）
　　女／  6,672（－  9）
世帯数／  4,934（－  8）
※12月末現在（　）は前月比

12月 1日 ～ 12 月 31日までの分

※ご家族等から広報掲載の承諾を
　いただいた方のみ掲載しています

育児相談（電話・面接） 毎週月曜日～土曜日　9：00～17：00
開館時間  9：00～11：30　13：30～15：30
※12/29～1/3の年末年始休館を除く全日

時間制限　 平日…制限なし　　土・日・祝日…１時間程度
人数制限　 子ども・大人合わせて30名程度

子どもセンター

未就学児、小学生のお子さんとその家族の皆さんであればどなたでもご利用できます。
未就学児のお子さんは、必ず保護者の付き添いのもと危険のないように遊ばせて下さるようお願い致します。
＊各事業の詳細は支援センター発行の「わくわくめーる」でお知らせしています。
　Aコープ吹浦、ツルハ、セイムス、エルパ、図書館などに置いてあります。遊佐町のホームページでも閲覧できます。

２月
保育園 　
問・申込先

◎遊佐保育園
◎吹浦保育園
◎子育て支援センター（子どもセンター内）

☎72-2248
☎77-2031

☎76-2008
☎72-5858
☎72-2809

◎藤崎保育園
◎子どもセンター

子育てカレンダー子育てカレンダー

すくすくクラブ

子どもセンター
集会室

日 曜日 事業 時間 場所 内容 申込締切

7 火 室内
雪あそび

10:00 ～
11:00

メンバーは随時
募集しております。

「すくすくクラブ」はサークル
活動です。今月は室内で雪あ
そびをします。

あそびの広場「つくってみよう」

子ども
センター
集会室

日 曜日 事業 時間 場所 内容 申込締切

15
16

水
木

千代紙
雛作り

10:00 ～
11:00

申込不要
材料がなくなり次第
終了となります
先着７組

お家の人と一緒に、ひし餅の
形の台紙に千代紙で作ったか
わいい男雛と女雛を貼って壁
掛け雛を作りましょう。

あそびの広場「みんなであそぼう！」

子ども
センター
集会室

日 曜日 事業 時間 場所 内容 申込締切

3 金 豆まき 10:00 ～
11:00

１/19 ㈭～２/２㈭
子育て支援センター
未就園児の親子
先着８組

季節のうたを歌ったり、ふれ
合い遊びをしたり、豆まきあ
そびをして楽しみましょう。
参加者は９：５０までお集まりください。

らくらく育児講座

子ども
センター
集会室

日 曜日 事業 時間 場所 内容 申込締切

9 木
すきっぷ♪
はるよこい
コンサート

10:00 ～
11:00

１/16 ㈪～２/３㈮
子育て支援センター
未就園児の親子
先着８組

すきっぷ♪のお二人を講師に迎
え、音楽に合わせて歌ったり体
を動かして親子で楽しみましょう。
参加者は９：５０までお集まりください。

0・1広場

子ども
センター
集会室

日 曜日 事業 時間 場所 内容 申込締切

17 金 ０ ・１広場 9:30 ～ 
11:30

おっぱいケアのみ
要予約

（２名様まで）
申込：健康支援係
☎72－4111

身体測定、離乳食相談もできま
す｡母子手帳とフェイスタオルを
お持ちください。また、今年度
も助産師さんによる母乳、ミル
ク相談も行っています。個別の
おっぱいケアをご希望の方は事
前に予約が必要となります。

来月のセンター事業

子ども
センター
集会室

日 曜日 事業 時間 場所 内容 申込締切

2 木 おえかき
巾着作り

２/６㈪～２/24㈮
子育て支援センター
未就園児の親子
先着６名

お子さんと一緒に布描き用の
クレヨンでおえかきをしてオリ
ジナルの巾着を作りましょう。
参加者は９：５０までお集まりください。

10:00 ～
11:00

来月のらくらく育児講座

子ども
センター
調理室

日 曜日 事業 時間 場所 内容 申込締切

3 金 離乳食講座 10:00 ～
11:00

２/６㈪～２/24㈮
子育て支援センター
生後４か月～10か月の
未就園児の親子
先着４組

遊佐町の管理栄養士を講師に、
離乳食の始め方や進め方など
困っていることを一緒に解決
しましょう。
対象/現在離乳食を開始して
いるまたは、これから始める
予定の生後４か月～10か月
の未就園児の親子
持ち物/エプロン、三角巾
参加者は９：５０までお集まりください。

わくわくらんどは２月３日㈮11時頃から始まります。何をするかはお楽しみに！
※コロナウイルス感染症拡大のため三密に留意して活動を行い、また事業によっては募集人数が少なくなっております。ご協力をお願い致します。
※各事業の内容は毎月ゆざ広報でお知らせしますが、日程等が変更になる場合もありますので、ご了承ください。

11.30　 髙　橋　　　彊（82）菅野上

12.  2　 佐　藤　壽江子（95）下当下

12.  2　 池　田　由　美（76）女　鹿

12.  2　 鈴　木　　　治（68）宿町一

12.  5　 髙　𣘺　禮　子（89）横町三

12.  5　 三　井　郁　子（85）八日町

12.  7　 雞　田　精　一（72）平津新田

12.  7　 土　門　正　一（93）大　井

12.  8　 伊　藤　茂　雄（94）宿町五

12.  9　 本　間　こつる（90）白　木

12.  9　 榊　原　チヨ子（91）平　津

12.10　 佐　藤　光　男（75）八日町

12.11　 宇佐美　和　枝（88）中藤崎

12.12　 佐　藤　章　子（96）中吉出

12.12　 髙　橋　喜代女（90）宿町一

12.16　 佐々木　功　一（64）十里塚

12.17　 永　田　雄　二（95）五日町

12.18　 菅　原　壽　万（71）藤　井

12.18　 藤　田　孝　史（75）北宮田

12.19　 二　瓶　浩　生（78）上藤崎二

12.21　 阿　部　秀　夫（91）石　辻

12.22　 柿　崎　幸　雄（74）西　浜

12.24　 本　多　佑　吉（86）鳥　崎

12.28　 齋　藤　　　力（63）西谷地

12.31　 池　田　茂　子（90）谷地上

23● 2023. 2. 1 広報ゆざ

のびのび広場

子どもセンター
幼児室

日 曜日 事業 時間 場所 内容

10 金 のびのび
広場

10:00 ～
11:00 なし

２歳児以上の身体測定が出来
ます。１年間の測定カードを
準備しております。

申込締切
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掲載した絵は役場議場前展示
スペースに展示しています。

スキー
たのしみだな！

おえかき
　だいすき!
おえかき
　だいすき!

山形県のおでこに位置する遊佐町。町には老若男女問わず
きらっと光る町民の姿があります。このコーナーでは
そんな星のような明るさを持った方々を紹介していきます。

（６歳）

藤崎保育園　田地下

父：博也さん
母：美香さん

広報担当 優

い
つ
も
た
く
さ
ん
の

笑
顔
を
あ
り
が
と
う
!!

めめめ ごごごんんん

　１月８日、
生涯学習セ
ンターにお
いて、令和
５年二十歳
のつどい記
念式典が行
われました。
開催の様子

は今号のP2～4で取り上げてますので、ぜひ
ご覧ください。

石垣　心桜ちゃん

服部興野

小
倉　
燿 

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

ひ
か
り

小
倉　
紬 
ち
ゃ
ん
（
４
歳
）

つ
む
ぎ

「遊佐町よ　盛り上がれ！」

　小野寺さんは遊佐町を中心に撮影しながらヒップホップを
歌う「Back Ally Rats」のメンバーの1人です。石垣さんは
そんな小野寺さんのような若き才能に自分の好きなことを目
一杯やってほしいという思いから自宅を改修してスタジオを
つくりました。メンバーは庄内に在住の高校生が5人。休み
の日などにスタジオに集まり曲作りに励んでいます。
　You tubeの映像を見たことがきっかけで、ヒップホップ
に夢中になった小野寺さん。今では様々なイベントにゲスト
として参加する実力者まで登り詰めました。
　今後はこの活動が次の世代まで繋がってほしいと２人は口
を揃えて教えてくれました。町にこういう団体はほとんどあ
りませんが、興味を持っているという人はきっといます。そ
ういった人が気軽にスタジオに遊びに来て、一緒に曲作りや
話ができる場にしていきたいそうです。
　遊佐町が今より“もっともっと”盛り上がるために、今後
も町から音楽情報を発信していく「Back Ally Rats」にぜひ
ご注目ください！

　もう少しで節分の季節がやってき
ます。子どもたちが鬼退治をする中、
大人たちはせっせと恵方巻きの準備
をすることかと思います。恵方巻き
といえば毎年廃棄のニュースが流れ、

食品ロスの代表格とも言えるのではないでしょうか。
私自身もコンビニでバイトをし
ていた頃、「こんなに発注するの
か…」と驚いた記憶があります。
ただ、１年に１回でも主役にな
れる日があるって素敵じゃない
ですか？ 今年も感謝の気持ちを
もって食したいと思います。

雑感
令和 5年
二十歳のつどい記念式典
令和 5年
二十歳のつどい記念式典
令和 5年
二十歳のつどい記念式典

いし がき　　　こ   はる
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バカリラ　検索してみてください！
Onodera　So
小野寺 宋羽さん

（境田）
[左]

Ishigaki Yosuke
石垣　洋介 さん

（野沢）
[右]

父
：
一
馬
さ
ん　

母
：
沙
織
さ
ん

表紙の
写真
表紙の
写真
表紙の
写真
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